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大
わ
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完
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岡
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市
議
会
3
月
定
例
会
で
志
布
市
長
が

述
べ
た
施
政
方
針
と
平
成
30
年
度
の
予

算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
の

開
会
に
あ
た
り
、
市
政
運
営
に
対
す
る

私
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
な
施
策
を

申
し
上
げ
、
議
会
お
よ
び
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
先
般
、
総
務
省
が
公
表
し
た
平
成
29

年
の
人
口
移
動
報
告
に
よ
る
と
、
東
京

圏
の
転
入
超
過
は
約
12
万
人
と
な
り
、

平
成
21
年
以
降
で
最
大
と
な
り
ま
し

た
。
全
国
各
地
で
地
方
創
生
の
取
組
み 特

集　

平
成
30
年
度
施
政
方
針

平
成
30
年
度 

村
山
市
施
政
方
針

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
東
京
一

極
集
中
の
流
れ
に
歯
止
め
が
か
か
る
気

配
は
み
ら
れ
ず
、
東
京
圏
へ
の
人
口
集

中
は
加
速
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
長
期
的
に
人
口

減
少
が
続
く
中
、
特
に
若
者
の
定
住
促

進
は
最
も
重
要
な
課
題
で
す
。
市
の
特

色
あ
る
地
域
の
資
源
を
生
か
し
な
が

ら
、
「
第
５
次
村
山
市
総
合
計
画　
次

世
代
へ
の
〝
架
け
橋
”
プ
ラ
ン
」
や

「
村
山
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
掲
げ
た
施
策
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
新
年
度
で
は
、
人
口
減
少
対
策
と
し

て
３
つ
の
政
策
を
強
力
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
「
市
民
生
活
環
境
の
向

上
」
で
あ
り
ま
す
。
駅
西
開
発
エ
リ
ア

に
お
い
て
は
、
商
業
施
設
や
宿
泊
施
設

が
立
地
す
る
な
ど
、
目
に
見
え
る
か
た

は
じ
め
に

ち
で
変
化
が
あ
ら
わ
れ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
さ
ら
な
る
民
間
投
資
を
促
し
買
い

物
や
働
く
場
を
創
出
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
雪
対
策
に
つ
い
て
は
、
継

続
し
て
き
め
細
か
な
除
排
雪
に
注
力

し
、
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
「
子
育
て
支
援
の
強
化
」

で
あ
り
ま
す
。
子
育
て
世
帯
向
け
の
住

宅
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援

策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の

た
め
、
子
育
て
世
帯
向
け
の
住
宅
支
援

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
魅
力
あ
る
村
山
市
を
創つ

く

る
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や
、
多
子
世
帯
向
け
の
支
援
な
ど
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
三
つ
目
は
「
教
育
の
充
実
」
で
あ
り

ま
す
。
楯
岡
小
学
校
の
改
築
な
ど
安
全

安
心
な
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
な
が

ら
、
授
業
の
質
の
向
上
や
き
め
細
か
な

支
援
体
制
を
整
備
し
、
学
力
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

英
語
、
算
数
・
数
学
に
お
け
る
学
力
向

上
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
な
ど
、
多
様

な
学
習
機
会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
魅
力
あ
る
村

山
市
を
つ
く
る
た
め
、
若
者
や
子
育
て

世
帯
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
施
策
を
展
開
し
、
実
現
に
ま
い
進
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
お
客

さ
ま
を
お
迎
え
し
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。
７
月
に
は
、
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
出
席
の
た
め
に
来
県
さ
れ
た

皇
太
子
殿
下
に
甑
葉
プ
ラ
ザ
を
訪
問
い

た
だ
き
、
ま
た
９
月
に
は
、
「
バ
ラ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
」
に
公
益

財
団
法
人
日
本
ば
ら
会
の
名
誉
総
裁
で

あ
ら
れ
ま
す
寬と
も
仁ひ
と
親
王
妃
信
子
殿
下
を

お
迎
え
し
、
東
沢
バ
ラ
公
園
の
ロ
ー
ズ

ベ
ル
前
に
、
信
子
殿
下
の
バ
ラ
で
あ
る

「
プ
リ
ン
セ
ス
・
ノ
ブ
コ
」
を
植
樹
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
６
月
に
は
、
２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
新
体
操
ナ
シ
ョ

ナ
ル
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
約
２

週
間
に
わ
た
り
受
け
入
れ
ま
し
た
。
事

前
キ
ャ
ン
プ
は
、
村
山
市
と
ブ
ル
ガ
リ

ア
共
和
国
に
共
通
す
る
「
バ
ラ
」
に
ち

な
み
「
Ｒロ

ー

ズ

Ｏ
Ｓ
Ｅ 

Ｃキ

ャ

ン

プ

Ａ
Ｍ
Ｐ
」
と
銘

打
ち
、
市
民
の
皆
さ
ま
は
じ
め
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
今
年
１
月
に
安
倍
内

閣
総
理
大
臣
が
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
訪
れ
、

地
元
紙
の
取
材
を
受
け
た
際
に
ご
紹
介

い
た
だ
く
な
ど
、
多
く
の
注
目
を
集
め

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
10
月
に
は
、
カ
ナ

ダ
・
バ
リ
ー
市
の
訪
問
団
が
来
市
し
、

友
好
都
市
の
盟
約
締
結
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
国
際
交
流
が
進
展
し
て
き

た
こ
と
か
ら
、
2
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
向
け
て
、
教
育
委
員
会
の
組
織
改
編

を
行
い
、
新
た
に
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
交
流
課
」
を
設

置
し
て
、
業
務
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

事
業
に
関
す
る
株
式
会
社
明
治
北
日
本

支
社
と
の
協
定
や
空
き
家
対
策
に
関
す

る
山
形
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
村
山

お
よ
び
公
益
社
団
法
人
全
日
本
不
動
産

協
会
山
形
県
本
部
と
の
協
定
、
住
宅
取

得
に
関
す
る
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融

支
援
機
構
と
の
協
定
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

に
関
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
と
の
協
定
、
認
知
症
と
と
も

に
生
き
る
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
エ
ー

ザ
イ
株
式
会
社
、
北
村
山
地
区
お
よ
び

村
山
市
の
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
、
村

山
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
定
な

ど
、
多
数
の
連
携
関
係
を
結
ん
だ
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
団
体
・
民
間
企
業
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
、
連
携
事
業
を
推
進

し
、
市
政
発
展
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
を
踏
ま
え
、
市
の
特
色
あ
る
地

域
の
資
源
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
に
よ

り
生
ま
れ
た
新
た
な
資
源
を
最
大
限
に

生
か
し
、
村
山
市
の
未
来
を
築
い
て
ま

い
り
ま
す
。

　
以
下
、
新
年
度
に
お
け
る
主
な
重
点

施
策
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る

５
つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。
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具
体
的
な
施
策

Ⅰ
．
定
住
促
進

　
人
口
減
少
対
策
と
し
て
最
も
重
要
な

こ
と
は
、
人
口
の
流
出
を
防
ぎ
定
住
を

促
進
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
特
に

若
者
世
代
が
住
み
た
い
と
思
う
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
、
具
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
「
楯
岡
高
等
学
校
用
地
の
利
活

用
と
中
心
市
街
地
の
再
生
」
事
業
と

「
東
北
中
央
自
動
車
道
開
通
後
の
ま
ち

づ
く
り
」
事
業
を
加
速
さ
せ
、
10
年
後

20
年
後
を
見
据
え
た
「
具
体
的
な
す
が

た
」
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
具
体
的
施
策

楯
岡
高
校
跡
地
利
活
用
・
駅
西
開
発

　
楯
岡
高
等
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、

昨
年
４
月
に
「
旧
楯
岡
高
校
跡
地
利
活

用
検
討
市
民
会
議
」
で
提
言
さ
れ
た
利

活
用
案
を
も
と
に
、
文
教
施
設
や
民
間

事
業
者
に
よ
る
利
活
用
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
今
年
１
月
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｉ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
と
、
連
携
協
定

を
締
結
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
当
該
跡
地
に
関
す
る
施
設

利
用
の
構
想
や
イ
メ
ー
ジ
図
を
作
成

し
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
お
示
し
し
て
議

論
を
深
め
、
利
活
用
の
具
体
化
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
り
良
い
生
活
空
間
を
提
供

す
る
た
め
、
新
年
度
よ
り
「
立
地
適
正

化
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
、
あ
わ

せ
て
中
心
市
街
地
の
再
整
備
の
核
と
な

る
「
都
市
計
画
道
路
楯
岡
東
根
温
泉
線

整
備
事
業
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
村
山
産
業
高
校
の
生
徒
の
通
学
路
で

も
あ
る
「
市
道
鶴
ヶ
町
西
線
道
路
整
備

事
業
」
に
つ
い
て
も
、
着
実
に
進
捗
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
北
中
央
自
動
車
道
開
通
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
村
山
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
と
駅
西
開

発
エ
リ
ア
を
結
ぶ
バ
ラ
回
廊
ロ
ー
ド
を

中
心
と
し
た
道
路
整
備
を
行
い
ま
す
。

村
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
に
向

け
、
バ
ラ
回
廊
ロ
ー
ド
を
平
成
31
年
度

の
開
通
を
目
指
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
あ
わ
せ
て
、
本
市
の
新
た
な
玄
関
口

と
な
る
駅
西
開
発
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、

開
発
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
作
成
し
、
市
内

外
の
皆
さ
ま
へ
お
示
し
す
る
こ
と
に
よ

り
議
論
を
深
め
、
開
発
の
方
向
性
を
明

ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。
加
え
て
、
民

間
事
業
者
の
開
発
を
誘
導
す
る
補
助
事

業
を
新
た
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
主
な
事
業
予
算

●新 

旧
楯
岡
高
等
学
校
利
活
用
構
想
図

作
成
事
業�

１
０
０
万
円

●新 

立
地
適
正
化
計
画
／
都
市
再
生
整

備
計
画
の
策
定
お
よ
び
都
市
計
画

道
路
楯
岡
東
根
温
泉
線
整
備
事
業

�

３
、
０
０
０
万
円

○継 

道
路
新
設
改
良
事
業
（
市
道
鶴
ヶ
町

西
線
道
路
整
備
）�

１
、
８
０
０
万
円

○継 

駅
西
開
発
に
伴
う
道
路
・
環
境
整

備
事
業�

2
億
9
、
８
５
０
万
円

●新 

駅
西
開
発
エ
リ
ア
基
本
構
想
図
作

成
事
業�

81
万
円

●新 

民
間
事
業
者
開
発
促
進
事
業　
　

�

１
、
０
０
０
万
円

※
マ
ー
ク
の
説
明　

●新
＝
新
規
事
業
、
○拡
＝
拡
充
事
業
、
○継
＝
継
続
事
業

PCIホールディングス㈱と協定締結

開発を進める駅西地区
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子
育
て
支
援

　
次
に
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
誕
生
前
か
ら
大
き
く
な
る

ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

切
れ
目
な
い
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
新
年
度
は
、
子
ど
も
を
持
つ
家

庭
の
経
済
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
施

策
を
さ
ら
に
強
化
い
た
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
「
子
育
て
応
援
・
定
住

促
進
対
策
事
業
」
の
拡
充
で
あ
り
ま

す
。
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
持
つ
家

庭
が
、
市
内
へ
住
居
を
新
築
す
る
場
合

の
補
助
額
を
最
高
１
０
０
万
円
か
ら

１
５
０
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
「
子
育
て
応
援
す
く
す

く
手
当
支
給
事
業
」
の
拡
充
で
あ
り
ま

す
。
27
年
度
か
ら
第
３
子
以
降
の
児
童

が
満
３
歳
を
迎
え
る
誕
生
月
ま
で
、
児

童
手
当
に
月
額
５
、
０
０
０
円
を
上
乗

せ
し
て
支
給
し
て
い
ま
す
が
、
新
年
度

か
ら
月
額
７
、
５
０
０
円
に
引
き
上
げ

ま
す
。

　
２
事
業
の
予
算
総
額
は
、
対
前
年
度

１
、
２
７
３
万
円
増
額
の
４
、
２
８
５

万
円
で
す
。

■
主
な
事
業
予
算

○拡 

子
育
て
応
援
・
定
住
促
進
対
策
事
業

�

３
、
５
０
２
万
円

○拡 
子
育
て
応
援
す
く
す
く
手
当　
　

�

７
８
３
万
円

除
雪
・
空
き
家
対
策

　
ま
た
、
居
住
の
意
思
に
大
き
く
関
わ

る
雪
の
問
題
に
対
し
て
は
、
引
き
続

き
、
高
齢
者
や
通
勤
者
に
配
慮
し
た

「
間
口
に
雪
を
置
か
な
い
」
除
排
雪
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
た
な
雪
対
策
と
し
て
、

昨
年
に
事
業
を
立
ち
上
げ
た
「
小
型
除

雪
機
購
入
費
補
助
事
業
」
に
つ
い
て
も

継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
近
年
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
空
き
家
対
策
を
強
化
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
な
ど
の
利
活
用
推
進
事
業
に
加

え
、
老
朽
化
し
不
良
住
宅
と
な
っ
た
空

き
家
の
除
却
な
ど
危
険
空
き
家
の
対
策

も
強
化
し
ま
す
。
空
き
家
関
連
の
窓
口

を
建
設
課
に
一
元
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
相
談
体
制
の
強
化
も
図
り
ま
す
。

■
主
な
事
業
予
算

○継 

除
雪
事
業�

２
億
５
、
０
３
３
万
円

○継 
小
型
除
雪
機
購
入
費
補
助
事
業

�

　
４
０
０
万
円

●新 
ま
ち
の
再
生
支
援
事
業
・
不
良
住

宅
除
却
促
進
事
業�　
６
５
０
万
円

○継 

空
き
家
利
活
用
推
進
事
業�

98
万
円

Ⅱ
．
産
業
振
興

　
本
市
の
人
口
減
少
の
主
要
因
は
、
若

年
層
が
進
学
や
就
職
を
機
に
市
外
へ
転

出
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
魅
力
あ
る
仕

事
や
働
く
場
所
の
選
択
肢
の
確
保
は
、

生
産
年
齢
世
代
を
引
き
寄
せ
定
住
を
促

進
す
る
た
め
の
大
き
な
要
因
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
雇
用
情
勢
は
上
向
い
て
お

り
、
有
効
求
人
倍
率
は
高
水
準
で
推
移

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
人
手
不
足

が
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
も
意
味
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
若
年
層
の
定
住

促
進
に
よ
る
労
働
力
確
保
と
産
業
支
援

の
双
方
に
取
り
組
み
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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▼
具
体
的
施
策

農
業
・
６
次
産
業
化

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
農
地
の
大
規
模

化
や
効
率
的
利
用
を
図
る
た
め
の
基
盤

整
備
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
担
い

手
確
保
対
策
と
し
て
農
業
者
、
新
規
就

農
者
の
経
営
や
生
活
の
総
合
的
な
支

援
、
就
農
希
望
者
の
受
入
体
制
の
整
備

な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
付
加
価
値
を
高
め
る
６
次
産

業
化
の
推
進
に
向
け
て
は
、
意
識
醸
成

や
人
材
育
成
を
行
う
と
と
も
に
、
新
商

品
開
発
や
加
工
施
設
整
備
に
対
す
る
支

援
な
ど
、
総
合
的
な
６
次
産
業
化
の
支

援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
」

を
契
機
と
し
て
、
村
山
市
と
ブ
ル
ガ

リ
ア
共
和
国
に
共
通
す
る
資
源
で
あ
る

「
バ
ラ
」
や
、
連
携
協
定
を
結
ん
だ
株

式
会
社
明
治
と
の
繋
が
り
を
生
か
し
、

バ
ラ
や
乳
製
品
な
ど
を
活
用
し
た
新
商

品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
、
産
学
官

が
連
携
し
て
取
り
組
む
「
Ｒロ

ー

ズ

Ｏ
Ｓ
Ｅ 

Ｐプ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

■
主
な
事
業
予
算

○継 

農
業
経
営
基
盤
整
備
事
業
等　
　

�

２
、
０
０
０
万
円

○継 

担
い
手
創
造
推
進
事
業　
　
　
　

�

３
３
０
万
円

○継 

農
商
工
連
携
・
農
業
6
次
産
業
化

総
合
支
援
事
業�

８
８
０
万
円

○継 

む
ら
や
ま
6
次
産
業
化
人
材
育
成

事
業�

１
１
３
万
円

○拡 

産
学
官
連
携
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ��

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ

推
進
事
業�

２
３
７
万
円

工
業
・
商
業
・
労
働
力
確
保
・

起
業
・
人
材
育
成

　
工
業
に
つ
い
て
は
、
販
路
開
拓
を
支

援
す
る
た
め
市
内
外
か
ら
受
発
注
企
業

を
集
め
た
広
域
商
談
会
の
開
催
や
、
企

業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
経
営
改
善
を
支
援

す
る
企
業
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置
な
ど
、
継
続
的
に
支
援
体
制
を
整

え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
商
業
に
つ
い
て
は
、
店
舗
改
築
や
設

備
更
新
を
行
う
小
規
模
事
業
者
に
対
す

る
支
援
な
ど
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
、
労
働
力
の
確
保
対

策
と
し
て
「
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
促
進
事

業
」
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。
就
職
な

ど
で
市
外
へ
転
居
し
た
方
や
、
今
後
地

元
で
就
職
を
考
え
て
い
る
学
生
な
ど
に

向
け
た
市
内
企
業
の
求
人
情
報
発
信

や
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
活
動
を
す
る
方
に

対
す
る
交
通
費
助
成
な
ど
の
支
援
に
よ

り
、
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
と
企
業
を
結
び

つ
け
る
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
起
業
創
業
の
促
進
と
、
場

所
を
選
ば
な
い
新
た
な
働
き
方
の
提
案

の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
ｋこ

か

げ

ｏ
ｋ
ａ
ｇ
ｅ
を
中
心
と

し
、
実
践
的
な
テ
レ
ワ
ー
ク
講
座
や
小

中
高
校
生
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講

座
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

特
集　

平
成
30
年
度
施
政
方
針

6次産業化フォーラムでの開発品紹介

広域商談会

コワーキングスペースでのテレワーク塾

㈱明治と協定締結
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■
主
な
事
業
予
算

○拡 

販
路
開
拓
事
業�

８
７
８
万
円

○継 

小
規
模
企
業
活
性
化
事
業　
　
　

�

２
０
０
万
円

●新 
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
促
進
事
業　
　
　

�

１
３
３
万
円

●新 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
づ
く
り
事
業　
　
　
　

�

３
２
０
万
円

Ⅲ
．
観
光
交
流

　
東
北
中
央
自
動
車
道
の
開
通
は
、
新

た
な
観
光
ル
ー
ト
作
成
に
よ
る
観
光
客

の
獲
得
や
、
近
隣
市
町
と
連
携
し
た
広

域
観
光
の
推
進
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡

大
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。
東
沢
バ
ラ
公
園
や
10
年
に
一
度
の

大
わ
ら
じ
奉
納
な
ど
、
市
の
魅
力
あ
る

資
源
を
発
信
し
、
交
流
促
進
を
図
り
ま

す
。

▼
具
体
的
施
策

　
平
成
30
年
は
、
10
年
に
一
度
行
わ
れ

る
浅
草
寺
へ
の
大
わ
ら
じ
奉
納
の
年
で

す
。
「
浅
草
寺
奉
納
大
草わ
ら
じ鞋
製
作
実
行

委
員
会
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を

引
き
継
ぐ
べ
く
８
回
目
と
な
る
奉
納
に

向
け
た
準
備
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
と

も
に
、
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
大
わ
ら
じ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
へ

の
支
援
や
、
テ
レ
ビ
番
組
制
作
に
よ
る

情
報
発
信
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
本
市
の
重
要
な
観
光
地
で
あ

る
東
沢
バ
ラ
公
園
に
つ
い
て
は
、
「
バ

ラ
ま
つ
り
」
お
よ
び
「
秋
の
バ
ラ
ま
つ

り
」
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
バ
ラ
公

園
の
魅
力
向
上
に
向
け
た
取
組
み
を
行

い
ま
す
。
「
バ
ラ
回
廊
ロ
ー
ド
」
や

「
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」
と

あ
わ
せ
、
バ
ラ
に
関
す
る
事
業
を
展
開

し
、
「
バ
ラ
の
ま
ち
村
山
」
の
再
構
築

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
後
は
、
居
合
道
を
観
光
資

源
と
し
て
磨
き
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
出
身
の
漫
画
家
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ

る
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
作
製
や
、
特
設

サ
イ
ト
「
居
合
だ
ま
し
い
」
に
小
説
を

連
載
す
る
な
ど
、
情
報
発
信
の
工
夫
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
取
組
み

を
発
展
さ
せ
、
居
合
道
を
生
か
し
た
観

光
商
品
開
発
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
面
で

は
、
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
の
施
設
の
老
朽

化
に
対
応
し
、
利
用
者
が
快
適
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
館
内
ト
イ
レ

の
改
修
工
事
と
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

■
主
な
事
業
予
算

○拡 

大
わ
ら
じ
奉
納
関
連
事
業

�

６
９
８
万
円

○継 

バ
ラ
ま
つ
り
振
興
事
業

�

１
、
５
２
４
万
円

○継 

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
整
備
工
事

�

１
、
４
１
２
万
円

Ⅳ
．
教
育
・
保
健
・
福
祉
・
環
境
・
防
災

　
子
育
て
世
代
が
居
住
地
を
選
択
す
る

際
に
教
育
環
境
を
重
視
す
る
こ
と
が
多

い
こ
と
を
踏
ま
え
、
教
育
施
策
の
さ
ら

な
る
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
定
住
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
の
村
山
市

を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
向
け
て
、
最

大
限
の
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
「
確
か
な
学
力
」
「
生

き
る
力
」
を
身
に
つ
け
、
可
能
性
を
最
大

限
に
伸
ば
す
た
め
に
「
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
む
ら

や
ま
夢
体
験
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
五
感

を
十
分
に
活
用
し
た
体
験
的
な
教
育
活
動

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
安
全
・
安

心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

特
集　

平
成
30
年
度
施
政
方
針

特集　平成30年度施政方針
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▼
具
体
的
施
策

学
力
向
上
、
進
学
支
援

　
小
中
学
校
に
つ
い
て
、
昨
年
か
ら
開

始
し
た
英
語
の
学
力
向
上
対
策
に
加

え
、
新
た
に
算
数
・
数
学
の
学
力
向
上

に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
り

良
い
授
業
を
実
施
す
る
た
め
に
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
や
支
援
員
を
配
置
す
る
と
と
も

に
、
教
職
員
の
授
業
力
向
上
に
向
け
た

研
修
を
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
子
ど

も
の
学
力
に
応
じ
数
学
検
定
へ
の
挑
戦

を
促
し
た
り
、
放
課
後
学
習
を
実
施
し

た
り
す
る
な
ど
多
様
な
育
成
方
法
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
英
語
に
つ
い
て
は
、
「
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
む

ら
や
ま
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
キ
ッ

ズ
事
業
」
の
予
算
規
模
を
拡
充
し
て
取

り
組
む
と
と
も
に
、
カ
ナ
ダ
・
バ
リ
ー

市
と
の
交
流
を
生
か
し
な
が
ら
、
生
き

た
英
語
学
習
機
会
の
創
出
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
28

年
度
か
ら
改
築
工
事
を
進
め
て
き
た
楯

岡
小
学
校
の
新
校
舎
が
今
年
12
月
に
完

成
予
定
で
あ
り
、
来
年
１
月
の
入
校
を

着
実
に
進
め
ま
す
。

　
加
え
て
、
28
年
度
に
創
設
し
た
給
付

型
奨
学
金
「
夢
応
援
奨
学
金
事
業
」

は
、
積
極
的
な
制
度
周
知
に
努
め
、
学

ぶ
意
欲
と
能
力
の
あ
る
子
ど
も
の
進
学

支
援
を
継
続
し
ま
す
。

■
主
な
事
業
予
算

●新 

算
数
・
数
学
学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト�

９
０
２
万
円

○拡 

Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
む
ら
や
ま
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
キ
ッ
ズ
事
業　
　
　

�

１
５
８
万
円

○継 

楯
岡
小
学
校
改
築
事
業　
　
　
　

�

５
億
６
、
０
５
２
万
円

○継 

夢
応
援
奨
学
金
事
業　
　
　
　
　

�

４
８
０
万
円

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
推
進

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
は
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
機
会
で
あ
り

ま
す
。
第
２
回
の
「
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｅ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
」

開
催
に
向
け
た
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
を

着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
新
年
度

は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国
へ
の
市
民
訪

問
団
の
派
遣
や
芸
術
文
化
公
演
な
ど
の

交
流
事
業
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
受
入
体
制

の
整
備
と
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
と

と
も
に
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
レ
ガ
シ
ー

と
も
す
る
べ
く
、
市
民
体
育
館
の
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。

■
主
な
事
業
予
算

○継 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業

�

　
１
、
５
５
３
万
円

●新 

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
事
業

�

５
５
１
万
円

●新 

村
山
市
民
体
育
館
改
修
工
事

�

1
億
３
、
０
０
０
万
円

インターナショナル・キッズ事業グローバルキッズ講座

ROSECAMP公開演技会でのブルガリア選手の演技

ブルガリア選手による学校訪問
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▼
具
体
的
施
策

学
力
向
上
、
進
学
支
援

　
小
中
学
校
に
つ
い
て
、
昨
年
か
ら
開

始
し
た
英
語
の
学
力
向
上
対
策
に
加

え
、
新
た
に
算
数
・
数
学
の
学
力
向
上

に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
り

良
い
授
業
を
実
施
す
る
た
め
に
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
や
支
援
員
を
配
置
す
る
と
と
も

に
、
教
職
員
の
授
業
力
向
上
に
向
け
た

研
修
を
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
子
ど

も
の
学
力
に
応
じ
数
学
検
定
へ
の
挑
戦

を
促
し
た
り
、
放
課
後
学
習
を
実
施
し

た
り
す
る
な
ど
多
様
な
育
成
方
法
に
取

り
組
み
ま
す
。

む
す
び
に

保
健
・
福
祉
・
防
災　

　
保
健
分
野
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
歯

周
病
と
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と

の
関
連
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
こ
と

に
着
目
し
、
若
い
う
ち
か
ら
歯
の
健
康

を
保
ち
元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
歯

周
疾
患
検
診
の
受
診
機
会
を
若
年
層
へ

拡
充
い
た
し
ま
す
。

　
福
祉
分
野
に
つ
い
て
は
、
30
年
度
か

ら
32
年
度
を
期
間
と
す
る
「
村
山
市
高

齢
者
福
祉
計
画
・
第
７
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
計
画
に
基
づ
き
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
施
設
な
ど
の
整
備
を
は
じ
め
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
て
ま

い
り
ま
す
。

　
防
災
分
野
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

の
豪
雨
の
際
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
断
水

対
策
と
し
て
、
配
水
池
か
ら
水
を
取
り

出
す
た
め
の
応
急
給
水
設
備
を
順
次
整

備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
が
安
全
・
安
心
に
消
費

生
活
を
営
め
る
よ
う
に
、
消
費
生
活
相

談
員
を
配
置
し
、
継
続
的
に
消
費
者
行

政
の
推
進
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
主
な
事
業
予
算

○拡 

健
康
増
進
法
に
基
づ
く
各
種
検
診

事
業
（
歯
周
疾
患
検
診
）

�

　
３
９
０
万
円

○継 

緊
急
時
給
水
拠
点
整
備
事
業

�

　
３
３
０
万
円

○継 

消
費
生
活
推
進
事
業

�

　
２
４
８
万
円

Ⅳ
．
市
民
協
働
・
行
財
政
改
革

　
市
で
は
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

て
お
り
ま
す
が
、
30
年
度
は
固
定
資
産

税
の
評
価
替
え
に
よ
る
税
収
減
も
見
込

ま
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
厳
し
い
財
政

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
28
年
度
に
策
定
し
た
「
第
３
次
村
山

市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

不
断
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
財
政
基

盤
を
強
化
し
、
村
山
市
に
適
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
具
体
的
施
策

ふ
る
さ
と
納
税
、
収
納
環
境
整
備

　

29
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

は
、
28
年
度
と
比
較
し
て
減
少
す
る
も

の
の
、
5
億
８
、
０
０
０
万
円
前
後
を

見
込
ん
で
お
り
、
い
た
だ
い
た
寄
附
金

は
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
財

源
と
し
て
、
「
子
育
て
応
援
定
住
促
進

対
策
事
業
」
や
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
」
な

ど
の
事
業
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
寄
附
金
額
の
増
加

に
向
け
て
、
29
年
度
中
に
新
た
な
サ
イ

ト
で
の
寄
附
受
付
を
開
始
し
、
30
年
度

は
６
億
円
の
寄
附
金
を
見
込
み
積
極
的

な
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
収
納
環
境
の
整
備
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
収
納
の
対
象
を
拡

充
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
公
金
ク
レ

ジ
ッ
ト
収
納
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

■
主
な
事
業
予
算

○拡 

会
計
管
理
事
業�

98
万
円

　

「
何
と
か
さ
ん
な
ね 

村
山
市
」
と

の
思
い
で
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、

徐
々
に
そ
の
成
果
が
目
に
見
え
る
か
た

ち
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
対
策
、

若
者
の
定
住
促
進
に
向
け
て
は
、
ま
だ

道
半
ば
で
あ
り
ま
す
。
「
次
の
世
代
に

引
き
継
ぐ
魅
力
あ
る
村
山
市
を
創
る
」

た
め
に
は
、
各
種
施
策
を
不
断
の
見
直

し
を
し
つ
つ
迅
速
に
進
め
て
い
く
と
と

も
に
、
持
続
的
な
市
政
運
営
の
基
礎
で

あ
る
財
政
基
盤
を
し
っ
か
り
と
築
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
対
症
療
法
で
は

な
く
将
来
を
考
え
た
政
策
が
必
要
で

す
。
人
口
は
市
の
財
政
、
商
工
業
、
農

業
な
ど
す
べ
て
に
影
響
し
ま
す
。
そ
の

た
め
の
政
策
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

　
今
後
も
的
確
な
市
政
を
運
営
し
て
い

く
た
め
に
、
常
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
声

に
耳
を
傾
け
、
各
界
の
方
々
の
知
恵
を

お
借
り
し
て
、
村
山
市
発
展
の
礎
と
い

た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
最
後
に
、
議
員
お
よ
び
市
民
の
皆
さ

ま
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特集　平成30年度施政方針

特
集　

平
成
30
年
度
施
政
方
針
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平
成
30
年
度
予
算
編
成

　
「
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
魅
力
あ
る
村
山
市
」
実
現
の
た
め
、
第
５
次
村
山

市
総
合
計
画
の
５
つ
の
基
本
目
標
の
着
実
な
推
進
を
基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。

特
に
「
市
民
生
活
環
境
の
向
上
」
「
子
育
て
支
援
の
強
化
」
「
教
育
の
充
実
」

に
重
点
的
に
予
算
を
配
分
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
「
村
山
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
推
進
す
る
た
め
の
予
算
と
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
は
１
３
１
億
５
千
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

２
億
２
千
万
円
、
1.7
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会計名 予算額 対前年比
一般会計 131億5,000万円 1.7％
国民健康保険事業特別会計 24億3,207万円 △23.0％
公共下水道事業特別会計 10億8,199万円 △0.0％
財産区特別会計 76万円 6.4％
農業集落排水事業特別会計 2億4,222万円 156.6％
土地区画整理事業特別会計 1,070万円 △0.0％
介護保険事業特別会計 29億6,494万円 8.8％
後期高齢者医療事業特別会計 3億1,106万円 △0.0％
水道事業会計 8億2,706万円 △14.8％

合　計 210億2,080万円 △1.2％

■村山市の総予算

※係数はそれぞれ四捨五入しているため、積み上げと合計が
　�一致しない場合があります。

特
集　

平
成
30
年
度
予
算
編
成

地方交付税
42億5,000万円
　　(32.3%)

 　市税
24億1,838万円
　  ( 18.4%)

市債�12億8,170万円
�　　(9.7%)��

　��国庫支出金
12億7,594万円
　　　��(9.7%)

県支出金�8億9,434万円
　　　　　　　(6.8%)

地方譲与税・交付金等�5億8,515万円(4.5%)

繰入金�11億6,286万円
　　　　　　　(8.8%)

その他
6億8,164万円
　　(5.2%)寄附金�6億円(4.6%)

民生費
36億3,232万円
　　　(27.6%)　　　��公債費

15億2,477万円
　　�����(11.6%) 総務費

24億7,798万円
　  (18.9%)

　��土木費�
16億947万円
�(12.3%)

消防費
4億2,088万円
　　　(3.2%)

　　教育費
15億5,981万円
���(11.9%)

商工費
4億8,697万円
　　　(3.7%)

　　���　　　衛生費
6億2,181万円(4.7%)

災害復旧費
110万円(0.0%)

　　　農林水産業費
5億8,188万円(4.4%)

労働費�2,941万円
　　　　　(0.2%)

議会費�1億7,360万円
　　　　　　(1.3%)

予備費
3,000万円(0.2%)

特集　平成30年度予算編成

■歳入用語の説明
地方交付税　市の財政状況などに応じ国から交付されるお金
市債　事業を行うために国や金融機関から借り入れるお金
国・県支出金　特定の市の事業に対して国・県から交付されるお金
繰入金　市の貯金の取り崩しなど
地方譲与税等　国・県に納められた税金などから一定の割合で
　　　　　　　市町村に譲与されるお金

■歳出用語の説明
民生費　子どもや老人、障がい者などの福祉に使うお金
総務費　全般的な管理や戸籍・税などの事務に使うお金
土木費　道路や公園などの建設・修理に使うお金
教育費　学校の管理・改築や運営、生涯学習などに使うお金
公債費　借りたお金の返済に使うお金
衛生費　市民の健康や環境を守るために使うお金
農林水産業費　農林業の振興などに使うお金
商工費　商工業や観光の振興のために使うお金
消防費　消防など市民の安全・安心のために使うお金
議会費　議会の運営などに使うお金
労働費　労働者の支援などに使うお金

歳入

歳出
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こ
の
た
び
、
村
山
市
国
民
健
康
保
険

保
健
事
業
実
施
計
画
（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
）
を
改
訂
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画

は
、
特
定
健
診
や
診
療
報
酬
明
細
書
な

ど
か
ら
健
康
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
保

健
事
業
の
方
針
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

１
．
現
状
の
分
析

・
１
人
あ
た
り
の
医
療
費
が
増
加
。

・
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症

と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
が
多
い
。

・
40
歳
か
ら
50
歳
代
の
特
定
健
診
受
診

率
、
特
定
保
健
指
導
実
施
率
が
低
い
。

・
運
動
習
慣
が
あ
る
方
、
生
活
習
慣
の

改
善
意
欲
が
あ
る
方
の
割
合
が
低
い
。

特集　データヘルス計画策定、スマイルタウン鶴ヶ町分譲中

国
保
被
保
険
者
の
効
果
的
な
保
健
事
業
の
た
め

第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定

特
集　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
策
定
、
ス
マ
イ
ル
タ
ウ
ン
鶴
ヶ
町
分
譲
中

２
．
設
定
し
た
目
標

被
保
険
者
の
健
康
増
進

① 

各
種
健
診
（
検
診
）
の
受
診
率
と
特

定
保
健
指
導
終
了
率
の
向
上

②
生
活
習
慣
病
と
そ
の
重
症
化
の
予
防

③
医
療
費
の
減
少

３
．
目
標
達
成
の
た
め
に
行
う
事
業

・
特
定
健
診
、
保
健
指
導

内
臓
脂
肪
に
着
目
し
た
健
診
と
特
定

保
健
指
導
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
と
改
善
に
つ
な
げ
る
。

・
健
診
未
受
診
者
へ
の
受
診
勧
奨

・
無
料
人
間
ド
ッ
ク
（
40
歳
対
象
）

・
30
歳
代
の
健
診
受
診
機
会
の
拡
大

・
各
種
が
ん
検
診

・ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

た
場
合
の
軽
減
額
の
通
知

※
計
画
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
保
健
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
保
健
課
保
健
係
☎
内
線
131

　
楯
岡
鶴
ヶ
町
に
新
し
く
造
成
し
た
住

宅
団
地
「S

ス
マ
イ
ル

＊m
ile

タ
ウ
ン
鶴
ヶ
町
」

の
分
譲
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
中

学
校
や
医
療
機
関
、
Ｊ
Ｒ
村
山
駅
な
ど

が
近
く
、
子
育
て
世
帯
に
最
適
な
広

さ
・
価
格
で
す
。

　
全
19
区
画
の
う
ち
14
区
画
が
す
で
に

申
込
み
済
と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
込
み

は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／

土
地
開
発
公
社
（
財
政
課
内
）
☎
内
線
225

子
育
て
世
帯
に
最
適
な
広
さ
と
価
格
が
魅
力

ス
マ
イ
ル
タ
ウ
ン
鶴
ヶ
町
好
評
分
譲
中

1人あたり年間医療費の比較

区画 分譲面積 分譲単価
(1㎡あたり) 分譲価格

4 259.84㎡(78.73坪) 19,900円 5,170,816円

5 259.73㎡(78.70坪) 19,700円 5,116,681円

6 259.77㎡(78.71坪) 19,700円 5,117,469円

9 260.68㎡(78.99坪) 19,900円 5,187,532円

12 275.57㎡(83.50坪) 19,700円 5,428,729円

◎市上下水道を各区画に配管済
　下水道の受益者負担金なし
◎契約時の契約保証金なし
◎登記費用の自己負担は登録免許税のみ
◎子育て世帯の住宅建設に最大150万円��
　補助

S＊mileタウン鶴ヶ町は
　　　　　　　  お得です

35

34

33

32

31

30

29

28

27

（万円）

H26

村山市

H27 H28

33万６千円

30万９千円

30万８千円

29万３千円

32万８千円

31万４千円 31万４千円

32万８千円

33万8千円

山形県 国

村
山
駅

村
山
駅

　　甑葉プラザ
●　　

楯岡小
　　●　　

●
　　楯岡中

13

●
　　　　   市民センター

広場

広場

電柱
消火栓

４
５
６
９

12
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

30年度から50万円
アップしました
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第
7
期
介
護
保
険
事
業
計
画
は
市
内

高
齢
者
な
ど
の
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後

3
年
間
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

を
決
め
た
も
の
で
す
。

　
市
は
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
被
保

険
者
代
表
な
ど
の
10
人
で
構
成
す
る
事

業
計
画
策
定
委
員
会
を
組
織
し
、
介
護

保
険
法
に
基
づ
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見

込
量
と
そ
れ
に
伴
う
介
護
保
険
料
の
設

定
を
主
な
内
容
と
す
る
介
護
保
険
事
業

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

3
つ
の
基
本
理
念

①
自
立
支
援

　
要
介
護
（
要
支
援
）
状
態
の
軽
減
、

悪
化
の
防
止
、
要
介
護
状
態
な
ど
に
な

る
こ
と
の
予
防
を
強
化
し
ま
す
。

②
尊
厳
の
維
持

　
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し

い
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
ケ
ア
を

推
進
し
ま
す
。

特
集　

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
を
も
と
に
、
介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
す
。

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

③
地
域
生
活
支
援
体
制
の
整
備

　
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
体
制
整

備
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
の
現
状
と

サ
ー
ビ
ス
利
用
見
込
み

　
村
山
市
の
総
人
口
は
年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
、
か
つ
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人

口
割
合
は
平
成
28
年
10
月
1
日
現
在
で

36
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
と
県
平
均
31
・
5

パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
高
齢
者
人
口
・
高
齢
化
率
は
今
後

も
増
加
す
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
要
介

護
（
要
支
援
）
認
定
者
数
も
増
え
て
い

ま
す
。
高
齢
者
の
中
で
も
要
介
護
認
定

率
が
高
い
後
期
高
齢
者
数
は
今
後
も
増

え
て
い
く
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
と
介
護
保
険
給

付
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
保
険
料

　
第
7
期
介
護
保
険
料
は
、
介
護
給
付

な
ど
に
対
す
る
費
用
の
23
パ
ー
セ
ン
ト

相
当
分
を
村
山
市
の
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
介
護
保
険
料
で
ま
か
な
う
よ
う
に

計
算
し
ま
す
。
算
定
は
今
後
予
想
さ
れ

る
介
護
給
付
費
用
の
増
大
を
念
頭
に
お

き
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
適
切
に

取
り
崩
し
て
、
基
準
額
で
5
、
３
０
０

円
（
月
額
）
の
保
険
料
額
に
抑
え
ま
し

た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

深
化
・
推
進

　
団
塊
の
世
代
が
す
べ
て
後
期
高
齢
者

と
な
る
２
０
２
５
年
を
見
据
え
、
高
齢

者
と
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
次
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

①
認
知
症
支
援

②
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携

③
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

④
適
正
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
体
制
づ
く
り

⑤
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
守
る
取
組
み

＜介護保険給付費の推移と見込み＞
・これまでの推移
平成 25年度 21億 7千万円
　　26年度 22億 9千万円
　　27年度 23億 9千万円
　　28年度 24億 9千万円
・これからの見込み
平成 30年度 27億 4千万円
　　31年度 28億 4千万円
　　32年度 30億円

■
問
合
せ
／

　
福
祉
課
介
護
保
険
係　
☎
内
線
143

　
税
務
課
住
民
税
係　
　
☎
内
線
121
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特集　介護保険事業計画策定・認知症支援の協定締結

特
集　

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
・
認
知
症
支
援
の
協
定
締
結

■平成 30 年から 32 年度の介護保険料
　・※は保険料基準額　　　・保険料の（　）内の金額は第 6期（平成 27年～ 29年度）の保険料

所得段階 対象となる方 保険料率 月額保険料
（円）

年額保険料
（円）

第 1段階
生活保護受給者、老齢福祉年金受給者、前年
の「合計所得金額＋課税年金収入額」が 80万
円以下の方

基準額× 0.45
（軽減適用）

2,385
（2,070）

28,620
（24,840）

第 2段階 前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が
80万円超 120万円以下の方

基準額× 0.75 3,975
（3,450）

47,700
（41,400）

第 3段階 前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が
120万円超の方

第 4段階 前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が
80万円以下の方 基準額× 0.9 4,770

（4,140）
57,240
（49,680）

第５段階 前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が
80万円超の方 基準額× 1.0 ※ 5,300

（4,600）
※ 63,600
（55,200）

第６段階 前年の合計所得金額が 120万円未満の方 基準額× 1.2 6,360
（5,520）

76,320
（66,240）

第 7段階 前年の合計所得金額が 120万円以上 200万円未満
の方 基準額× 1.3 6,890

（5,980）
82,680
（71,760）

第 8段階 前年の合計所得金額が 200万円以上 300万円未満
の方 基準額× 1.5 7,950

（6,900）
95,400
（82,800）

第 9段階 前年の合計所得金額が 300万円以上の方 基準額× 1.7 9,010
（7,820）

108,120
（93,840）

本
人
が
市
民
税
非
課
税

本
人
が
市
民
税
課
税

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
市
民
税

課
税
者
が
い
る

市
と
関
係
機
関
、
企
業
が
連
携
協
定
を
締
結

認
知
症
の
方
を
支
え
る
ま
ち
を
目
指
し

　
市
、
北
村
山
地
区
医
師
会
（
八
鍬
直

会
長
）
・
市
医
師
会
（
奥
山
雅
基

会
長
）、
北
村
山
地
区
歯
科
医
師
会

（
菊
地
正
悦
会
長
）
・
市
歯
科
医
師
会

（
田
中
幹
男
会
長
）
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
竹
川
英
一
会
長
）
、
エ
ー
ザ

イ
㈱
ｈ
ｈ
ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
本
部

（
田
芳
郎
上
席
執
行
役
員
本
部
長
）
の

５
団
体
７
者
は
2
月
22
日
、
「
認
知
症

と
と
も
に
生
き
る
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ

の
協
定
は
、
認
知
症
に
関
す
る
必
要
な

取
組
み
を
実
践
し
、
認
知
症
の
方
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
目
的
で
締
結
し
た
も
の
で
す
。

　
締
結
し
た
エ
ー
ザ
イ
㈱
は
、
世
界
で

初
め
て
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の

薬
を
開
発
し
、
認
知
症
患
者
を
支
え
る

た
め
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
で
す
。
エ
ー

ザ
イ
㈱
が
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
同
時
に

協
定
を
締
結
す
る
の
は
東
北
初
と
な
り

ま
す
。

　
こ
の
協
定
を
も
と
に
、
認
知
症
に
関

す
る
市
民
へ
の
理
解
啓
発
や
医
療
・
介

護
・
福
祉
な
ど
専
門
職
の
資
質
向
上
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の
構
築
、
関

係
機
関
の
連
携
強
化
、
認
知
症
支
援
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
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助
成
金
・
補
助
金
情
報

助成金・補助金情報
～皆さんの生活にお得な情報をお知らせします～

　　   産後1か月の
         母子健診が無料
　出産した医療機関で行う、母子
の1か月健診の費用を全額市が負
担します。健診の際、市からの受
診票を医療機関へ提出してくださ
い。
　受診票が利用できない一部医療
機関については、支払い後に保健
課へ申請していただくと還付しま
す。

㉄保健課保健指導係��☎内線136

医新生児聴覚検査に
助成します

　出産した病院で、入院中に行
う新生児聴覚検査の費用のうち
3,500円を上限に助成します。出
産で入院する際に、市からの受検
票を医療機関へ提出してください。
　受検票が利用できない一部医療
機関については、支払い後に保健
課へ申請していただくと助成額を
還付します。

㉄保健課健康指導係  ☎内線136

医妊婦健康診査に
助成します

　母子健康手帳交付時にお渡しす
る村山市妊婦健康診査受診票を県
内産科医療機関へ提出してくださ
い。詳しい内容は、母子健康手帳
交付時に説明します。
■助成内容
　定期健診14回分、
　エコー4回分など

㉄保健課健康指導係  ☎内線136

医

　　   お子さんが3人以上
　　   いる方への手当
　お子さんを3人以上養育してい
る保護者に対し、第3子以降の児
童が満3歳を迎える月まで子育て
応援すくすく手当を支給します。
■対象　児童手当受給者
■支給額　月額7,500円
※今年度から月額5,000円から　
　7,500円に増額となります。
　6月、10月、2月の児童手当支
　給時に上乗せします。
㉄子育て支援課子ども福祉係�☎内線161

　　　1人目から
　　　保育料が半額
　保育園、認定こども園、小規模
保育事業所の保育料が1人目から
半額になります。
　さらに、同時入所の3人目以降
は無料です。また、一時保育料も
半額になります。
　納付していただくときは、初め
から半額で集金しています。

㉄子育て支援課子ども福祉係
　☎内線162

　　   私立幼稚園児へ
　　   補助します
　私立幼稚園在園の方に私立幼稚
園就園奨励費補助金、保育料軽減
事業費補助金などの補助制度があ
ります。所得
制限など条件
がありますの
で詳しくはお
問い合わせく
ださい。
㉄子育て支援課子ども福祉係
　☎内線161

　　   小中学生の学用品費・
　　   給食費等を援助します 
　病気や災害、その他経済的理由
から学校集金の納付が困難な小中
学生の保護者に学用品費、給食費
等の一部を援助します。
　所得制限等の
審査があります
ので、詳しくは
お問い合わせく
ださい。

㉄学校教育課学事係  ☎内線326

子

　　   届出保育施設等の
　　   保育料へ補助します
　市外にある届出保育施設等（旧
認可外保育施設、企業主導型保育
事業所を含む）の保育料の半額相
当を補助します。
■対象　届出保育施設等を利用し
　ており、保育料の未納がない方
■補助額　1人目･同時入所の2人目:
　保育料の半額(上限14,000円/月)
　同時入所の3人目以降:保育料の
　全額（上限28,000円/月）
㉄子育て支援課子ども福祉係��☎内線161

子

子 子

子赤ちゃんギフトを
選べます

　母子保健コーディネーターが
出産後1か月以内にお電話します
ので、タオルか体温計のどちらか
希望するギフトをお知らせくださ
い。
　なお、母子保健コーディネー
ターは、子育てに対する相談を受
け付けています。不安や心配ごと
など、お気軽にご相談ください。

㉄保健課健康指導係  ☎内線136

子
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　　   住宅のリフォームを
　　   支援します
■一般的なリフォーム
　対象工事費の10％補助
　(上限20万円)
　部分的な耐震補強を含む工事の
場合上限額30万円まで拡充。
■県の要綱に該当するリフォーム
　対象工事費の10％補助
　(上限20万円)
　条件により対象工事費の20％
　補助(上限40万円)まで拡充。
㉄建設課建築係  ☎内線238

助
成
金
・
補
助
金
情
報 医

　　   中学2年生のピロリ
　　   抗体検査・除去が無料
　胃がんの発生に大きく関わりが
あるとされるピロリ菌の早期除去
のため、中学2年生を対象に実施
するピロリ
抗体検査と
除去治療の
費用を全額
市が負担し
ます。

㉄保健課保健指導係��☎内線137

　　   医療用ウィッグの
　　   購入費へ助成します
　がん治療のため医療用ウィッグ
を購入した場合、費用の一部を助
成します。
■対象者 がんの治療中で就労や
　社会参加のためウィッグが必要
　な方（他の助成などを受けてい
　る方は除く）
■助成金額
　購入費の2分の1（上限2万円）

㉄保健課保健係��☎内線131

医

住住住

【マークの説明】　　　：医療関係、　　：子育て関係、　　：住宅・生活環境関係

医　　   骨髄・末梢血幹細胞
　　   提供者へ助成します
　提供者の負担軽減と移植推進の
ため助成します。
■要件
①骨髄等の提供を完了した方
②提供のため休暇制度がある事業
　所等に勤めて
　いない方
■助成額
　上限14万円

㉄保健課保健係��☎内線131

耐震診断・耐震化改修
工事に補助します

　平成12年5月以前に建てられた
木造住宅を耐震診断、耐震化改修
した場合に補助します。詳しくは
問い合わせください。
■耐震診断自己負担額　3,000円
■耐震化改修工事補助額
　耐震改修後の総合評価点
　0.7以上：改修費用の2分の1
　1.0以上：改修費用の12分の7
　（上限80万円）
㉄建設課建築係��☎内線238

住　　   下水道接続のための
　　   改造資金に利子補給
　下水道に接続するため、その改
造資金を市内金融機関から借り入
れた場合、利子の全額を補給しま
す。
■対象　供用開始から3年以内に
　接続工事する借入資金の利子
■融資の限度額
　1世帯1件につき200万円以内
■償還方法　毎月元金均等償還で
　期間は60か月以内
㉄水道課業務係　☎内線181

住

子医 住

　　　県内就業で利子補給が
　　　受けられる教育ローン
　ふるさと奨学ローンは、子ども
が卒業後に県内に就業した場合、
それ以降の利子に対し利子補給が
受けられる教育ローンです。
■利子補給　年2.0%
　　　　　（上限元金300万円）
■融資限度額　1,000万円
■資金使途　大学・専門学校・高
　校などの学資金、生活資金

㉄商工観光課商工労政係��☎内線153

子

夢応援奨学金
(高校生・大学生)

　経済的理由により高校、大学な
どへの進学を断念することのない
よう、学ぶ意欲と能力がある子ど
もたちを応援する給付型奨学金で
す。生活保護世帯、市民税非課税
世帯が対象です。
■給付額
　高校生：入学した年に10万円
　大学生：年額60万円
　　　　　（4年または6年間）
㉄学校教育課庶務係  ☎内線322

子子　　   中学3年生までの
　　   医療費が無料
　中学3年生までのお子さんの医
療費が無料です。
　医療費が無料となる子育て支援
医療証更新のため、手続きが必要
となる場合があります。また、県
外の医療機関を受診した場合、還
付を受けるには支払い後に保健課
へ申請が必要です。詳しくは市報
3月15日号7ページをご覧くださ
い。
㉄保健課国保医療係��☎内線135

医医
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子 狩猟免許等取得に
補助します

　鳥獣による人的・農作物被害を
防止するため、猟銃免許等を新た
に取得する方へ対象経費の2分の
1を補助します。
■対象経費
・狩猟免許取得に係る講習会受講
　料と免許申請手数料
・鉄砲所持許可に係る講習会受講
　料や許可申請手数料

㉄市民環境課生活環境係  ☎内線116

住

助
成
金
・
補
助
金
情
報

　　    市内アパート等に
　　    転居した就業者へ助成
　市内のアパートなど（公営住宅
を除く）に転居した就業者などに対
し、家賃の一部を助成します。
■ 対象者　家賃3万円以上で滞納が
ない、市税の滞納がない方など

■助成額　1世帯あたり年間10万円
　　　　　（最大3年間）
　農業に就業する場合は、さらに
　年間最大20万円を加算。
㉄商工観光課企業誘致対策係��☎内線153
　農林課農業振興係��☎内線251

　　   資格取得に要した
　　   経費に補助します
　求職者や就労者がスキルアップ
などを目的に各種資格を取得した
場合に、資格取得に要した経費の
2分の1(上限10万
円)を助成します。
■対象
　市内在住
　の求職者
　および勤労者

㉄商工観光課商工労政係  ☎内線153

　　   環境にやさしい
　　   機器設置に補助します
　ごみの減量化や再生可能エネル
ギーの利用促進を図るため、次の
機器設置に補助します。
■木質バイオマス燃焼機器設置
　設置費の3分の1(上限10万円)
■合併処理浄化槽設置
　402,000円～638,000円(人槽ごと)
　リフォーム事業には上乗せあり
■家庭用生ごみ処理機
　購入費の2分の1(上限2万円)
㉄市民環境課生活環境係  ☎内線116

住

働 働

【マークの説明】　　　：住居・生活環境関係、　　：就労関係　働住

あんばい・いい家大賞
設計案利用者に助成

　雪や経済性を考えた住宅として
全国から募集した「村山のあんば
い・いい家」設計コンペで入賞し
た設計コンセプトを活用して、市
内に新築する方へ設計費を助成し
ます。
　入賞作品や要件など詳細はお問
い合わせください。
■助成
設計費の2分の1(上限150万円)
㉄政策推進課地方創生係  ☎内線271

住

空き家の売買・賃貸
家財撤去に助成

　空き家の売買・賃貸を目的に所
有者が家財撤去などを行う場合、
経費の一部を助成します。
　詳細はお問い合わせください。
■対象
　 空き家バンクに登録するために

空き家の家財運搬や処分などを
行う方
■助成　経費の2分の1(上限5万円)

㉄建設課建築係  ☎内線238

住

　　   太陽光発電システム
　　   設置費用に補助
　環境にやさしい太陽光発電の利
用促進を図るため、次の装置を設
置する方に補助金を交付します。
■太陽光発電設備の設置
　3万円／kw
　(上限：住宅4kw、事業所10kw未満)
■蓄電池の設置
　設置費用の10分の1
　(上限10万円)

㉄市民環境課生活環境係  ☎内線116

住

　　   住宅の新築・増築に
　　   利子補給します
　借入金100万円以上で200万円
までを対象として利子補給します
(3.65％上限)。
■対象
　市内の勤労者で東北労働金庫
　から融資を受けた方
　所得者1人の場合は年収670万
　円以内、所得者2人以上の場合
　は合計年収が1000万円以内

㉄商工観光課商工労政係   ☎内線153

住

　　   新築、土地、中古
　　   住宅の購入に補助
■子育て応援住宅建設補助
　中学生以下の子どもがいる世帯対象
　・住宅新築、建売住宅購入100万円
　・中古住宅購入25万円
■定住促進住宅建設補助金　25万円
　市内の建設業者に発注する方が対象
■定住促進土地(中古住宅)購入補
　助金　25万円
　住宅新築のための土地または中
　古住宅を購入する方が対象
㉄建設課建築係  ☎内線238

住
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　　   6次産業化に向けた
　　   費用に補助します
■対象　農産物の付加価値販売に
　取り組む農家や農家と連携する
　商工業者
■施設整備等
　施設や設備導入費用の50％
　(上限50万円)を補助
■商品開発等
　パッケージデザイン製作や商品
　開発、研修費用に上限20万円
　を補助
問農林課6次産業係��☎内線25７

　　   新規就農者への
　　   給付・補助
　市内で就農する方に補助します。
■農業次世代人材投資事業
　(45歳未満対象）
　最大150万円を5年間給付
　※夫婦で就農の場合は225万円
■農地賃借料補助
　�年間賃借料の50％（上限10万
円）を3年間補助

■施設整備および機械・種苗等購入補助
　費用の50％（上限50万円）
問農林課農業振興係��☎内線251

農農

助
成
金
・
補
助
金
情
報

【マークの説明】　　　：障がい・福祉関係、　　：農業関係農福

タクシー利用や自動車への給油に助成します

■リフト付きタクシー利用券
対 象　満65歳以上の常時寝たき
り状態や車いす利用の方

　下肢または体幹障がい、1・2級
　の身体障害者手帳をお持ちの方
助成額　1枚で2,700円
交付枚数　月1枚

問福祉課地域福祉係��☎内線142
　福祉課生活福祉係��☎内線147

福

　　   介護用品等の助成
　　   があります
　介護用品助成券で紙おむつなど
を助成します。
■対象　要介護2～5認定、身体
　障害者手帳1・2級、療育手帳A
　判定の方
■助成限度額
　市民税非課税世帯は月額8,000円
　市民税課税世帯は月額4,000円

問福祉課地域福祉係��☎内線142

　　   高齢者の運転免許証
　　   自主返納に支援します
■�対象　満65歳以上で運転免許
証のすべてを自主返納した方
　（返納後1年以内の方）
■支援　次のうちからいずれか
　1つ30,000円分
・市営バス乗車券、乗合タクシー
　乗車券、タクシー利用券、山交
　バス定期券
■申請　警察署等で運転免許証の
　返納手続き後、市民環境課で申請
問市民環境課生活環境係��☎内線114

　　   高齢者へお弁当を
　　   提供します
　一人暮らしの高齢者や高齢世帯
に週1回から2回、お弁当を提供
します。配達の際に、安否確認も
行います。
■�対象　満65歳以上の一人暮ら
し高齢者または高齢者世帯
■利用料
　300円（1食）

問福祉課介護保険係��☎内線145

福　　   高齢者宅に緊急通報
　　   装置を設置します
　一人暮らしの高齢者や高齢世帯
に、緊急通報装置を設置すること
ができます。装置を利用すること
で警備会社と話すことができ、状
況に合わせ救急車の手配などを迅
速に行うことができます。
■対象　介護認定を受けている
　�満65歳以上の一人暮らし高齢
者または高齢者世帯

■利用料　2,000円（年間）
問福祉課地域福祉係��☎内線142

福福

福 福

■福祉給油券
対象　左記の福祉タクシー券対象
　のうち、市民税非課税で本人名
　義の車を所有している方
※�18歳未満で、視覚障がい、重度
知的障がいの場合は、家族名義
の車でも可

助成額　1枚で500円
交付枚数　月1枚
問福祉課生活福祉係��☎内線147

■福祉タクシー利用券
　障がいのある方が福祉タクシー
を利用する場合に助成します。
対象　身体障害者手帳1～4級、
　�療育手帳、精神障害者保健福祉
手帳をお持ちの方、または対象
疾病に該当する方

助成額　1枚で基本料金の9割
交付枚数　月2枚
問福祉課生活福祉係��☎内線147

　併せて交付を受けることはできません。
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特
集　

村
山
市
長
賞

　市では、年度ごとに体育、芸術、文化、善行などの各分野において優れた成績を収めた市内の小・中学生
に「村山市長賞」を贈っています。学校名と学年は、受賞時のものです(敬称略)。

奥山　翔太
(冨本小　1年)

第52回歯・口の健康に関する図面・ポスター・
標語コンクール　小学校図面ポスターの部
第１位

絵画

酒井　日向
(楯岡小　3年)

和泉　結女
(楯岡小　4年)

ヘアドネーション（医療用ウイッグ
用の毛髪の寄付行為）

第63回青少年読書感想文県コンクール
最優秀

善行

梅津　花帆
(西郷小　3年)

第59回県こども絵画展覧会　県展賞

絵画

平成29年度村山市長賞

高橋　悠空
(西郷小　3年)

第17回全日本少年少女空手道選手権大会
県予選会　小学3年男子形　第1位

空手道

岩崎　蒼馬
(楯岡小　3年)

第28回県ジュニア選抜空手道選手権大会
小学3年生男子形　優勝

空手道

感想文

西塚あかり
(袖崎小　4年)

第25回県少年少女スポーツ交流大会
柔道競技　女子団体　第1位

柔道

金谷　永煌
(楯岡小　6年)

第41回全日本少年サッカー大会県大会
第1位

サッカー

金子　聖奈
(楯岡小　6年)

第25回県少年少女スポーツ交流大会
柔道競技　女子団体　第1位

柔道

工藤　大和
(楯岡小　6年)

第37回全日本バレーボール小学生大会
県大会　男子の部　第1位

バレーボール

佐藤　一斗
(楯岡小　6年)

第41回全日本少年サッカー大会県大会
第1位

サッカー

吉田　夏生
(楯岡小　6年)

第17回県少年健全育成柔道大会 兼 
第14回全国小学生学年別柔道大会
県予選会 　6年女子　45kg級　第1位
第25回県少年少女スポーツ交流大会
柔道競技　女子団体　第1位

柔道

仲野　宏美
(袖崎小　6年)

第25回県少年少女スポーツ交流大会
柔道競技　女子団体　第1位

柔道

安達　鈴音
(楯岡中　2年)

第57回県中学校総合体育大会
柔道競技　女子個人　57kg級　第1位

柔道

佐藤　彩華
(楯岡中　2年)

第8回全日本女子ユース(U-15)フットサル
大会東北大会　準優勝

フットサル
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特
集　

村
山
市
長
賞

楯岡小合唱部

第38回東北中学校陸上競技大会　男子　学校対抗　第2位
第57回県中学校総合体育大会陸上競技大会　男子　学校対抗　第1位

葉山中陸上部

第84回NHK全国学校音楽コンクール県コンクール　金賞
平成29年度TBCこども音楽コンクール山形地区大会　優秀賞

第57回県中学校総合体育大会　新体操競技　女子団体　第1位
第38回県中学校新人体育大会　新体操競技　女子団体　第1位

楯岡中新体操部

工藤　大雅
(楯岡中　2年)

第67回県統計グラフコンクール
県教育長賞

統計

結城　吉人
(楯岡中　3年)

第63回全日本中学校通信陸上競技大会
山形大会　男子共通800m　第1位

陸上

犬飼　匠
(葉山中　3年)

第38回東北中学校陸上競技大会
男子共通棒高跳　第1位

陸上

多田　直黄
(葉山中　3年)

第57回県中学校総合体育大会陸上
競技大会　男子共通砲丸投　第1位

陸上

須藤　愛心
(楯岡中　2年)

高円宮杯第69回全日本中学校英語
弁論大会　県大会　第2位

英語

青柳　南渚
(葉山中　2年)

第40回全国JOCジュニアオリンピック
カップ　春季水泳競技大会県予選会
13～14歳女子　400m個人メドレー　第1位

水泳

笹原　愛華
(葉山中　2年)

第29回読書感想画中央コンクール
県コンクール　中学校の部　指定読書　
最優秀

感想画

伊藤　諄哉
(楯岡中　3年)

平成29年度東北中学校体育大会
第40回東北中学校柔道大会
男子個人90kg級　第1位

柔道

楯岡中柔道部

第57回県中学校総合体育大会　柔道競技
女子団体　第1位

奥山　晃希
(楯岡中　2年)

第67回県統計グラフコンクール
県教育長賞

統計
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子
ど
も
の
危
険
を
知
る
カ
ー
ド
・
ダ
ニ
エ
ル
の
コ
ラ
ム

　
今
回
は
日
本
の
地
区
活
動
に
つ
い
て
書

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
初
め
て
日
本
に
来

た
と
き
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
お
邪

魔
し
て
い
ま
す
。
ど
こ
の
地
域
に
行
っ
て

も
定
期
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
村
山
市
内
に
も
そ
う

い
う
団
体
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。

　

2
月
に
は
知
り
合
い
に
誘
っ
て
も
ら

い
、
大
倉
地
域
中
沢
地
区
で
開
催
さ
れ
た

輪
投
げ
大
会
に
参
加
し
て
み
ま
し
た
。
本

気
で
勝
利
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
も
い
ま

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
地
区
民
同
志

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
た
め
に
参
加
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
私
の
母
国
（
オ
ラ
ン
ダ
）
で
は
、
地
域

ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
は
少

な
い
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
人
は
近
所
の
人
よ

り
も
、
親
戚
や
友
人
と
多
く
の
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ

で
は
年
配
の
方
が
妻
や
夫
を
亡
く
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
っ
て
人
と
接
す
る
機
会
が
少

な
く
な
り
、
う
つ
病
に
な
る
と
い
う
社
会

問
題
が
最
近
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
う
点
か
ら
見
て
も
、
日
本
の
地

区
活
動
は
地
区
民
同
志
の
つ
な
が
り
が
で

き
て
、
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
活
動
を
応
援
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
市
役
所
１
階
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
交
流
課
に
異

動
に
な
り
ま
す
。
見
か
け
た
ら
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

Vol.
2

国際交流員の

　ダニエルです

ポ
ポ
ー
の
ひ
ろ
ば
が
制
作

子
ど
も
の
危
険
を
知
る
カ
ー
ド

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ポ
ポ
ー
の
ひ
ろ
ば

（
佐
藤
千
津
理
事
長
）
が
「
き
け
ん
し

る
カ
ー
ド
」
を
制
作
し
ま
し
た
。
カ
ー

ド
は
、
は
が
き
の
大
き
さ
で
、
子
ど
も

の
日
常
に
あ
る
危
険
を
分
か
り
や
す
く

イ
ラ
ス
ト
付
き
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ポ
ポ
ー
の
ひ
ろ
ば
で
は
平
成
29
年

度
、
保
護
者
を
対
象
に
子
ど
も
の
安
全

に
つ
い
て
考
え
る
講
座
を
9
回
開
催

し
、
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
カ
ー
ド
は
講
座

の
中
で
出
た
意
見
を
50
枚
の
カ
ー
ド
に

ま
と
め
、
テ
ー
マ
ご
と
に
色
分
け
し
て

い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
・
イ
ラ
ス
ト
は
東

北
芸
術
工
科
大
学
の
学
生
が
手
掛
け
ま

し
た
。

　
カ
ー
ド
を
は
が
き
用
の
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
に
入
れ
る
と
絵
本
の
よ
う
に
な

り
、
子
ど
も
に
読
ん
で
あ
げ
る
こ
と
で

さ
ら
に
危
険
に
つ
い
て
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
成
長

に
合
わ
せ
て
危
険
を
確
認
で
き
る
安
全

カ
レ
ン
ダ
ー
も
同
時
に
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
に
合
っ
た
先
駆

的
取
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
月
に

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
全
国
消
費
者

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
先
進
事
例
と
し
て
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
カ
ー
ド
、
安
全
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
今

後
、
市
内
保
育
施
設
を
利
用
す
る
世
帯

に
配
布
す
る
ほ
か
、
出
生
届
時
に
お
渡

し
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ポ
ポ
ー
の
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（53）
０
９
０
１

���オランダ語で
���「輪投げ」は
「Ringwerpen」
（リンウェルペン）
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子
育
て
応
援
情
報

ポポーのひろば�☎(53)0901
子育て支援センター

　�ぐんぐん� ☎(56)2002
子育て支援センター

どんぐり広場� ☎(57)2429
子育て支援センター

4月4日(水)　10:30～11:00受付
ポポーのひろば
未就学児の身長・体重測定

ひだまり保健室
日

会

内

対 平成29年4月以降生まれの親子
4月20日(金)　10:30～11:30
ポポーのひろば
写真の壁かけづくり　　写真数枚

Babyママカフェ

日
会
内

対 4月生まれのお子さん（3歳まで）
4月27日(金)　11:45～12:00
ポポーのひろば
乗用玩具で遊ぶことができます。
お誕生手形の受付は10:30まで

4月生まれのお誕生会

日
会

子育て中の方、おじいちゃん、お
ばあちゃんどなたでもどうぞ
4月26日(木)　9:30～11:30
ふたば大高根保育園
みんなで花を植えます。

地域交流の場
じばサロン
対

日
会
内

生後2か月から11か月の親子
4月27日(金)　10:00～11:30
甑葉プラザ研修室
親子で心地よいベビーマッサー
ジをします。
必要
定員　15組程度
講師　庄司美保子氏
バスタオルを持参してください。

育児講座
ベビーマッサージ
対
日

会

小学校入学前の親子
4月14日(土)　9:30～12:00
戸沢保育園
遊びの広場
弁当を持参して交流することもで
きます。

ぐんぐん広場

日
会

内

対

他

子育て支援課� ☎内線163
村山市役所

対 保育施設等入所前の親子
4月24日(火)　9:00～11:00
ちぐさ認定こども園
※ 児童センターは4月から認定こ

ども園に名称が変わりました。

屋内の遊び場として開放
保育施設無料開放日

日

会

他

保育施設等入所前の親子
4月10日(火)　9:30～11:30
戸沢保育園
遊びの広場、身長・体重測定

わくわく広場

日
会

内

対

小学校入学前の親子と妊婦
4月16日(月)　10:30～11:30
ふたば大高根保育園
講師　菅野豊美氏

育児講座
親子リトミック
対
日

会

保育施設等入所前の親子
①4月17日(火)　9:30～11:30
②4月24日(火)　9:30～11:30
ふたば袖崎保育園
①手遊びやお話など、お友だち
　とはじめましての会をします。
②こいのぼりを作ります。

ころころランド
対
日

会

他

内

小学校入学前の親子
4月15日(日)　10:30～11:30
ポポーのひろば
村山市で楽しく子育てしたい方の
情報交換会です。

子育て応援室ほっとカフェ
対

会

内

持

内

他

日

市内に在住または勤務の方
4月17日(火)　10:30～11:30
ポポーのひろば

ファミサポくらぶ
ファミサポ説明会
対

会

日

1歳以上の親子
4月25日(水)　10:00～11:30
東沢公園集合
お花見をしながら野外カフェを楽
しみます。
大人200円、子ども100円
必要（詳細は申込みの際にお知ら
せします）

春カフェ
対

会

内

日

費

申

申

子育て応援情報 ～交流イベント・講座情報～
表記の説明　　　対象　　　日時　　　会場　　　内容　　　参加費　　　持ち物　　　事前申込　　　その他持 申対 日 会 他費内
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■第70回優良公民館表彰
　西郷地域市民センター

　長年、継続して取り組んでき
た、スポーツ・レクリエーション
行事などによる地域活性化が評価
され、優良公民館として表彰され
ました。 受

賞
者
紹
介
・
生
活
福
祉
情
報
・
国
民
年
金
情
報

文部科学大臣表彰
　市と（一財）市体育協会から激
励金が贈られました。
■第41回全日本少年サッカー大会
金谷　永煌さん（楯岡小6年）
佐藤　一斗さん（楯岡小6年）
■第55回全日本スキー技術選手権大会
永瀬　　栞さん（袖崎）
永瀬　　由さん（袖崎）
芦野　巨弥さん（大久保）
■JOCジュニアオリンピックカップ
第37回全国高等学校空手道選抜大会
緑川　　凌さん（楯岡）

受賞者のご紹介

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
異
動

が
あ
っ
た
場
合
は
、
次
の
窓
口
に
届
け

出
が
必
要
で
す
。

・
転
居
・
転
入
し
た
場
合　
福
祉
課

・
市
外
に
転
出
し
た
場
合

　
転
出
先
の
福
祉
担
当
窓
口

・
死
亡
し
た
場
合

　
福
祉
課
に
手
帳
を
返
還

学
生
納
付
特
例
制
度

全国大会出場選手

障
害
者
手
帳
所
持
者
の
異
動
届

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生
の
方

が
在
学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
と
き
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

申
請
に
は
在
学
証
明
書
の
原
本
ま
た
は

学
生
証
の
写
し
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
平
成
29
年
度
以
前
に
承
認
を

受
け
た
方
で
、
申
請
時
に
平
成
30
年
4

月
以
降
も
引
き
続
き
同
じ
学
校
に
在
学

予
定
と
し
た
場
合
は
、
申
請
書
（
は
が

き
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

須藤義和センター長

■日本赤十字社表彰
　大倉地区赤十字奉仕団

　長年、ボランティア活動に取り
組んできた功績が評価され、日本
赤十字社創立140周年記念の全国
赤十字大会において表彰されまし
た。

日本赤十字社表彰

■入選　　榎本　和彦さん（楯岡）
　　　　　矢口　宏之さん（楯岡）
　　　　　安達　　智さん（袖崎）

第52回県写真展

奥山しげ子委員長

　
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
は
昭
和
30

年
に
発
足
し
、
活
動
を
通
じ
仲
間
同
士

の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方
は
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
主
な
活
動
】

・
市
（
県
）
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
参
加

・
県
（
国
）
の
福
祉
大
会
参
加
な
ど

■
問
合
せ
／

市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

事
務
局
長　
鈴
木
剛
志
☎
(54)
３
１
７
６

福
祉
課
生
活
福
祉
係　
　
　
☎
内
線
146

市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
ご
案
内

前
納
の
申
込
み

　

保
険
料
が
割
引
と
な
る
「
前
納
制

度
」
の
現
金
納
付
に
つ
い
て
は
４
月
中

で
あ
れ
ば
手
続
き
が
可
能
で
す
。

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７

（84）
２
５
５
１
ま
た
は

市
民
環
境
課
市
民
係　
☎
内
線
113

平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

月
額
１
６
、
３
４
０
円

生
活
福
祉
情
報

国
民
年
金
情
報
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む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー

か
ど
焼
き
定
食
麻
屋
魚
店

住所：楯岡十日町4-27　電話：53-2667　営業時間：午前10時～午後10時　定休日：不定休

次回は、齋藤さんがお薦めの万漁（楯岡）を取材します。

　
百
年
以
上
前
か
ら
楯
岡
商
店
街
に
店

を
構
え
る
「
麻
屋
魚
店
」
は
、
食
事
が

で
き
る
鮮
魚
店
で
す
。
店
主
の
齋
藤
薫
伸

さ
ん
（
楯
岡
）
は
8
代
目
。
妻
の
京
子

さ
ん
と
一
緒
に
店
を
切
り
盛
り
し
て
い

ま
す
。

　
春
告
げ
魚
と
し
て
知
ら
れ
る
「
か
ど

（
ニ
シ
ン
）
」
を
主
役
に
し
た
「
か
ど

焼
き
定
食
」
は
、
毎
年
春
に
提
供
し
て

い
る
5
月
ま
で
の
限
定
メ
ニ
ュ
ー
で

す
。
北
海
道
産
生
ニ
シ
ン
の
塩
焼
き
の

ほ
か
、
刺
身
の
盛
り
合
わ
せ
、
煮
魚
な

ど
の
魚
料
理
、
旬
の
野
菜
小
鉢
、
デ

ザ
ー
ト
な
ど
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お

り
、
と
て
も
豪
華
。
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
お
得
に
楽
し
め
る
た
め
、
お
食

事
会
な
ど
で
注
文
す
る
方
も
多
い
そ
う

で
す
。
ふ
っ
く
ら
と
し
て
脂
が
の
っ
た

生
ニ
シ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
毎
日
市
場
か

ら
仕
入
れ
る
新
鮮
な
魚
を
使
っ
た
料
理

を
一
緒
に
味
わ
え
る
の
も
こ
の
定
食
の

魅
力
。
女
性
に
人
気
が
あ
る
と
い
う
の

も
う
な
づ
け
ま
す
。

　
麻
屋
魚
店
で
は
、
最
近
、
弁
当
に
も

力
を
い
れ
て
い
ま
す
。
普
段
用
の
ラ
ン

チ
弁
当
の
ほ
か
、
会
食
用
な
ど
、
用
途

と
予
算
に
応
じ
て
献
立
を
組
ん
で
い
ま

す
。
魚
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
高
齢
の

方
で
も
楽
し
め
る
メ
ニ
ュ
ー
を
心
が
け

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
薫
伸
さ
ん
と
京
子
さ
ん
は
、
最
近
、

魚
を
食
べ
な
い
人
が
増
え
て
い
る
こ
と

を
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
「
子
ど
も

た
ち
に
魚
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
食
べ
た
い
と
思
う
メ

ニ
ュ
ー
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
お
二
人
。
昨
年
12
月
に
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
主
催
す
る
「
や
ど

お
か
り
か
ふ
ぇ
」
で
、
親
子
を
対
象
に

し
た
刺
身
の
切
り
方
講
座
の
講
師
も
務

め
ま
し
た
。

　
魚
の
お
い
し
さ
を
堪
能
で
き
る
お
得

な
ラ
ン
チ
定
食
。
定
食
や
弁
当
を
食
べ

た
い
方
は
2
日
前
ま
で
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
話
題
の
グ
ル
メ
を
召
し
上
が
れ
。

最大40人まで利用できる宴会場

むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

郵
便
局

甑
葉
プ
ラ
ザ

R13

市
役
所
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ま
ち
の
話
題

西
郷
小
学
校
が

塩
竈
市
へ
義
援
金

　
西
郷
小
学
校
か
ら
塩
竈
市
へ
の
義
援

金
1
万
円
が
2
月
20
日
、
村
山
市
へ
寄

託
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
義
援
金
は
、
同

校
の
自
然
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
切
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
呼
び
か
け
を
行
い
、

ア
ル
ミ
缶
や
プ
ル
タ
ブ
を
回
収
し
て
得

た
収
益
か
ら
贈
っ
て
い
る
い
る
も
の
で

す
。
平
成
25
年
度
か
ら
実
施
し
、
今
年

で
5
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
日
は
委
員
会
を
代
表
し
て
6
年

生
の
原
田
愛
翔
さ
ん
と
稲
葉
晏
利
さ
ん

が
市
役
所
を
訪
れ
、
「
塩
竈
市
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
言
葉
と
と
も
に
義
援
金
を
志
布

市
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

志布市長へ義援金を手渡す西郷小児童

　
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
主
催
の
子

ど
も
た
ち
の
未
来
を
考
え
る
講
演
会

「
ジ
ェ
フ
・
バ
ー
グ
ラ
ン
ド
講
演
会
」

が
3
月
4
日
、
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
ジ
ェ
フ
・
バ
ー
グ
ラ
ン
ド
さ

ん
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
出
身
の
京
都
外

国
語
大
学
教
授
。
日
本
に
住
ん
で
約
50

年
に
な
り
ま
す
。

　
講
演
で
は
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
文
化

の
違
い
な
ど
を
も
と
に
、
異
な
る
価
値

観
を
受
け
入
れ
る
受
信
力
、
自
分
の
個

性
を
出
す
発
信
力
の
大
切
さ
に
つ
い
て

伝
え
ま
し
た
。
自
身
の
体
験
を
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
話
し
、
会
場
内
は
終
始
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

ジ
ェ
フ
・
バ
ー
グ
ラ
ン
ド

講
演
会

講演するジェフ・バーグランドさん

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ガ
ー
ル
ズ
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
主
催
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
講
座
と
デ

ザ
ー
ト
作
り
教
室
が
2
月
22
日
、
甑
葉

プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｒロ

ー

ズ

Ｏ
Ｓ
Ｅ

Ｃキ

ャ

ン

プ

Ａ
Ｍ
Ｐ
で
通
訳
を
務
め
て
い
る
ブ
ル

ガ
リ
ア
人
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ア
ン
ゲ
ロ
フ

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
で

使
わ
れ
る
キ
リ
ル
文
字
の
発
音
や
会
話

を
学
ん
だ
ほ
か
、
作
っ
た
デ
ザ
ー
ト
を

食
べ
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
23
日
に
は
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡

協
議
会
が
ア
ン
ト
ニ
オ
さ
ん
か
ら
ブ
ル

ガ
リ
ア
の
食
文
化
に
つ
い
て
学
び
、ヨ
ー

グ
ル
ト
や
チ
ー
ズ
を
使
っ
た
3
品
の
ブ

ル
ガ
リ
ア
料
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
に
つ
い
て
知
ろ
う

ブ
ル
ガ
リ
ア
語
・
料
理
講
座

↑
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
講
座

↓
ブ
ル
ガ
リ
ア
料
理
の

　
実
習

　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材
し、市民の皆さんに楽しい話題をお伝えします。

まちの話題まちの話題まちの話題
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村
山
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

報
告
会
が
3
月
11
日
、
甑
葉
プ
ラ
ザ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
東
怜
鹿
さ
ん
は
、
楯
岡
荒
町
地
区
に

密
着
し
た
大
わ
ら
じ
応
援
事
業
や
恋
活

イ
ベ
ン
ト
開
催
、
大
山
芙
由
美
さ
ん

は
、
楯
岡
商
店
街
を
活
用
し
た
「
や
ど 

お
か
り
カ
フ
ェ
」
や
青
年
に
よ
る
地
域

お
こ
し
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

モ
ハ
マ
ド
・
ナ
ジ
ュ
ワ
・
ビ
ン
・
ア
ブ
・

ハ
ッ
サ
ン
さ
ん
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事

業
や
居
合
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

報
告
・
提
案
し
ま
し
た
。
報
告
後
に
行

わ
れ
た
座
談
会
で
は
、
来
場
者
と
の
意

見
交
換
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
あ
す
チ
ャ
レ
！
Ａ
ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｙ
」

を
3
月
10
日
に
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
行
い
ま

し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
障
が
い
者

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う
と
、
市
と

日
本
財
団
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
共
催
で
実
施
し
た
も
の
で

す
。
視
覚
障
が
い
の
あ
る
ブ
ラ
イ
ン
ド

サ
ッ
カ
ー
選
手
原
口
淳
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
障
が
い
者
の
日
常
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　
障
が
い
の
特
徴
を
理
解
し
、
筆
談
体

験
や
誘
導
方
法
を
実
践
し
た
ほ
か
、
障

が
い
者
と
の
外
出
を
想
定
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
会

障
が
い
者
講
師
か
ら
学
ぶ

あ
す
チ
ャ
レ
！
Ａア

カ

デ

ミ

ー

ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｙ

ま
ち
の
話
題

視覚障がい者をいすに誘導する方法を実践

写真左から大山さん、東さん、ナジュワさん

　
「
み
ん
な
が
主
役
の
む
ら
や
ま
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
報
告
会
が
3
月
13

日
、
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

内
閣
府
地
域
活
性
化
伝
道
師
の
渡
邊
法
子

さ
ん
を
講
師
に
、
市
観
光
物
産
協
会

（
平
良
悦
会
長
）
が
主
催
し
た
も
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

メ
ン
バ
ー
な
ど
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
行
わ
れ
た
地
域
お
こ
し
事
業

提
案
で
は
、
ガ
イ
ド
人
材
育
成
や
観
光

商
品
造
成
な
ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
4

分
野
で
発
表
。
そ
の
後
の
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
観
光
資
源
や
そ
の
利
用

方
法
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
主
役
の

む
ら
や
ま
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン地域おこしについて語り合ったトークセッション

市
へ
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
竹
川
英
一
さ
ん
（
楯
岡
）
か
ら

2
月
27
日
、
市
へ
現
金
５
０
０
万

円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

竹
川
さ
ん
は
民
生
委
員
児
童
委
員

を
22
年
間
務
め
た
後
、
平
成
16
年

か
ら
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡

協
議
会
会
長
を
9
年
間
、
平
成
25

年
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

を
４
年
間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
竹

川
さ
ん
は
「
米
寿
を
機
に
お
世
話

に
な
っ
た
村
山
市
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
形
に
し
た
。
行
政
の
運
営

や
政
策
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

写真右が竹川英一さん、中央が妻の光子さん
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お知らせお知らせ
むらやま

情報局

期
間　
4
月
9
日

（月）
～
22
日

（日）

■
防
災
無
線
放
送

日
時　
4
月
9
日

（月）　
午
前
6
時
30
分

　
　
　
　
　
22
日

（日）　
午
後
8
時

■
警
鐘
打
鳴

期
間　
4
月
16
日

（月）
～
22
日

（日）

時
間　
午
前
6
時
、
午
後
7
時

■
市
防
災
訓
練

日
時　
4
月
15
日

（日）
午
前
8
時
45
分
～

会
場　
西
郷
浮
沼
地
区

■
問
合
せ
／
消
防
本
部
☎

（55）
２
５
１
４

市
営
バ
ス
停
留
所
の
新
設

お
よ
び
一
部
名
称
変
更
に
つ
い
て

　
4
月
2
日
か
ら
富
並
河
北
病
院
線
に

お
い
て
、
次
の
と
お
り
停
留
所
を
新
設

し
、
一
部
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

■
新
設
停
留
所　
羽
根
田
医
院
前

　
往
路　
第
1
便　
午
前
7
時
47
分

　
　
　
　
第
2
便　
午
前
９
時
17
分

　
復
路　
第
1
便　
午
後
1
時
24
分

　
　
　
　
第
2
便　
午
後
5
時
4
分

■
停
留
所
の
名
称
変
更

　
（新）
大
高
根
保
育
園

　
（旧）
大
高
根
児
童
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　
☎
内
線

114

■
医
療
費
分
の
税
率
・
額
の
引
き
下
げ

■
問
合
せ
／
保
健
課　
　
　
☎
内
線

133

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

期
間　
4
月
6
日

（金）
～
15
日

（日）

　
春
は
、
新
入
学
児
童
（
園
児
）
や
、

運
転
に
不
慣
れ
な
新
社
会
人
な
ど
が
道

路
交
通
に
参
加
し
始
め
、
交
通
事
故
多

発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
、
み
ん
な
で
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　
☎
内
線

114

生
涯
学
習
活
動
を
応
援
し
ま
す

　
サ
ー
ク
ル
や
団
体
な
ど
が
生
涯
学
習

活
動
を
実
施
し
、
講
師
に
謝
礼
を
支

払
う
場
合
、
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
市
内
の
社
会
教
育
団
体
、
自
治

公
民
館
、
学
習
サ
ー
ク
ル
な
ど

助
成
額　
年
間
2
万
円
以
内
（
た
だ
し

3
年
以
上
の
利
用
実
績
が
あ
る
団
体
は

1
万
円
以
内
）

申
請
方
法　
事
業
実
施
日
の
2
週
間
前

ま
で
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課　
☎
内
線

331

市
日
々
雇
用
（
臨
時
）
職
員
募
集

（
一
般
事
務
、
特
別
支
援
教
育
補
助
）

　

履
歴
書
（
様
式
不
問
）
を
総
務
課

へ
、
直
接
本
人
が
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
場
で
面
接
を
行
い
ま
す
。
勤

務
時
間
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

募
集
職
種
（
勤
務
場
所
）

・
一
般
事
務
（
最
上
川
美
術
館
な
ど
）

・
特
別
支
援
教
育
補
助
（
市
内
小
中
学
校
）

雇
用
期
間　
５
月
～
平
成
31
年
3
月
末

受
付
期
間　
4
月
2
日

（月）
～
20
日

（金）
の
平
日

■
問
合
せ
／
総
務
課 

☎
内
線

216

春
季
火
災
予
防
運
動

■
標
語

「
火
の
用
心 

こ
と
ば
を
形
に 

習
慣
に
」

国
保
税
の
税
率
を
引
き
下
げ

　
平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
制

度
の
県
と
の
共
同
運
営
が
始
ま
り
ま

す
。
運
営
が
市
町
村
単
位
か
ら
県
単
位

に
な
り
、
国
の
追
加
支
援
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
税
率
が
引
き
下
げ

と
な
り
ま
す
。
手
続
き
は
、
今
ま
で
同

様
、
市
役
所
の
窓
口
で
行
い
ま
す
。
税

率
改
正
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
資
産
割
の
廃
止

　
加
入
者
の
資
産
に
応
じ
て
計
算
す
る

資
産
割
が
、
医
療
費
分
、
後
期
高
齢
者

支
援
分
、
介
護
分
の
す
べ
て
で
廃
止
と

な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

改正前 改正後 比較

所得割 9.05％ 7.05％ ▲2.00％

均等割 28,000円 22,000円 ▲6,000円

平等割 29,600円 26,000円 ▲3,600円

所得割：加入者の所得に応じて計算
均等割：加入者１人あたりで計算
平等割：１世帯あたりで計算

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
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使
途
に
よ
り
金
利
が
変
わ
り
ま
す
。

対
象　
職
場
に
労
働
組
合
や
融
資
制
度

が
な
い
会
社
や
商
店
に
1
年
以
上
勤
務

し
て
い
る
方
、
お
よ
び
東
北
労
働
金
庫

の
審
査
基
準
を
満
た
し
て
い
る
方

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課　
☎
内
線

153

森
林
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
森
林
の
所
有
や
伐
採
は
、
法
律
に
よ

り
市
役
所
へ
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

■
新
規
の
森
林
所
有
者
の
届
出

対
象
者　
面
積
に
関
わ
ら
ず
、
売
買
や

相
続
な
ど
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た

に
取
得
し
た
方

届
出
期
間　
土
地
の
所
有
者
に
な
っ
て

か
ら
90
日
以
内

■
森
林
伐
採
の
届
出

対
象
者　
面
積
に
関
わ
ら
ず
、
森
林
を

伐
採
す
る
方

届
出
期
間　
伐
採
の
90
日
か
ら
30
日
前

　
な
お
、
保
安
林
の
伐
採
や
林
地
開
発

行
為
を
行
う
場
合
は
、
県
へ
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

■
山
火
事
防
止
運
動

期
間　
4
月
1
日

（日）
～
5
月
31
日

（木）

■
問
合
せ
／
農
林
課　
　
　
☎
内
線

255

市
民
行
政
相
談

　
行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り

ご
と
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。

日
時　
4
月
12
日

（木）
午
後
1
時
～
3
時

会
場　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　
☎
内
線

110

時
＝
光
ホ
ー
ム
、
午
後
2
時
10
分
～
2

時
40
分
＝
特
養
ひ
が
し
ざ
わ

4
月
11
日

（水）
午
後
1
時
5
分
～
1
時
40

分
＝
冨
本
小
学
校

4
月
12
日

（木）
午
後
1
時
10
分
～
1
時
40

分
＝
富
並
小
学
校
、
午
後
2
時
30
分
～

午
後
3
時
＝
さ
く
ら
村
山
、
午
後
4
時

～
5
時
＝
ふ
た
ば
大
高
根
保
育
園

4
月
13
日

（金）
午
後
1
時
10
分
～
1
時
40

分
＝
大
久
保
小
学
校
、
午
後
2
時
30
分

～
3
時
＝
は
や
ま
ホ
ー
ム

■
問
合
せ
／
市
立
図
書
館
☎

（55）
２
８
３
３

低
金
利
で
生
活
資
金
を
融
資
し
ま
す

　
融
資
額
最
大
２
０
０
万
円
の
生
活
応

援
ロ
ー
ン
で
す
。

金
利　
2
．
20
～
3
．
50
％
（
保
証
料
含
む
）

消
防
大
演
習

　
消
防
団
員
の
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日　
4
月
22
日

（日）

時
間
・
会
場
・
内
容

・
午
前
9
時
30
分
～
市
民
会
館
駐
車
場

　
観
閲
、
点
検
、
各
種
訓
練
、
表
彰

・
午
前
11
時
～　
東
沢
公
園

　
分
列
行
進
、
着
色
一
斉
放
水

※
雨
天
の
場
合
は
、
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
で
観
閲
、
表
彰
の
み
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ
／
消
防
本
部
☎

（55）
２
５
１
４

移
動
図
書
館　
4
月
前
半
の
日
程

日
時
・
会
場

4
月
10
日

（火）
午
後
1
時
30
分
～
午
後
2

お
知
ら
せ

ヤマハ音楽教室（満1才～成人）
ヤマハ英語教室（満1才～小学生）
ヤマハ大人の音楽教室（中学生～：東根店にて）

中
施
実
室
教
験
体
料
無

中
集
募
徒
生

㈱菅野時計店楽器部
☎55-6111 楯岡五日町

☎53-0241 さくらんぼ東根駅前 
東根支店管楽器工房Brass

広
告
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不
動
産
無
料
相
談

　
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
全
般
に
つ

い
て
宅
地
建
物
取
引
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時　
4
月
11
日

（水）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／
（
公
社
）
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
☎
０
２
３
（
６
５
２
）
９
０
７
０

建
設
・
建
築
に
関
す
る
無
料
相
談

　

建
設
・
建
築
に
つ
い
て
面
接
、
電

話
、
メ
ー
ル
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
街

づ
く
り
へ
の
意
見
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

相
談
日
時　
平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
4
時

会
場　
北
村
山
建
設
業
協
会

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

 
k-m

uraya@
sea.plala.or.jp

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
北
村
山
建
設
業

協
会　
　
　
　
　
　
　
☎

（55）
６
５
４
０

無
料
登
記
相
談
会

　
土
地
家
屋
調
査
士
と
司
法
書
士
、行
政

年
会
費　
個
人
３
、
０
０
０
円

　
　
　
　
団
体
５
、
０
０
０
円

■
問
合
せ
／
ゴ
ー
ル
デ
ン
ガ
ー
ル
ズ

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
市
観
光
物
産

協
会
） 

☎
（53）
１
３
５
１

道
の
駅
む
ら
や
ま

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
時
間
変
更

　
4
月
1
日
か
ら
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
レ
ス
ト

ラ
ン
の
営
業
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

変
更
後　
午
前
11
時
～
午
後
3
時
30
分

（
最
終
受
付
は
午
後
3
時
ま
で
）

■
問
合
せ
／
道
の
駅
む
ら
や
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（55）
７
１
０
０

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

4
月
か
ら
9
月
の
無
料
送
迎
バ
ス

　
帰
り
の
バ
ス
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
を

午
後
3
時
に
出
発
し
ま
す
。

■
戸
沢
・
冨
本
方
面

運
行
日　

4
月
4
日

（水）
、
5
月
9
日

（水）
、
6
月
6
日

（水）
、
7
月
4
日

（水）
、
8

月
1
日

（水）
、
9
月
5
日

（水）

停
留
所
・
時
間

宮
下
・
平
和
の
森　
　
午
前
8
時
50
分

宮
下
公
民
館　
　
　
　
午
前
8
時
52
分

中
里
工
業　
　
　
　
　
午
前
8
時
53
分

会
場　
村
山
産
業
高
校

受
付
期
間　
4
月
16
日

（月）
～
26
日

（木）

■
問
合
せ
／
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

　
　
☎
０
２
３
（
６
３
１
）
０
７
６
１

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

の
免
状
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

　
危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
は
免

状
公
布
の
日
か
ら
10
年
ご
と
に
写
真
の

書
換
え
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

　
　
☎
０
２
３
（
６
３
１
）
０
７
６
１

ブ
ル
ガ
リ
ア
新
体
操

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
昨
年
9
月
に
設
立
し
た
ブ
ル
ガ
リ
ア

新
体
操
ゴ
ー
ル
デ
ン
ガ
ー
ル
ズ
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
は
、
会
員
が
約
２
０
０
人
と
な

り
ま
し
た
。
Ｒロ

ー

ズ

Ｏ
Ｓ
Ｅ 

Ｃキ

ャ

ン

プ

Ａ
Ｍ
Ｐ
の

サ
ポ
ー
ト
や
応
援
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
特
典
と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ

ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
配
布
や
公
開
演
技
会

で
の
優
先
入
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

書
士
が
登
記
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
４
月
８
日

（日）　
午
前
９
時
～
正
午

会
場　
東
根
市
タ
ン
ト
ク
ル
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
北

村
山
支
部 

☎
（35）
３
９
２
６

北
村
山
公
立
病
院
職
員
採
用
試
験

募
集
職
種　
看
護
師
（
3
名
）

受
験
資
格　
昭
和
53
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
既
に
当
該
職
種
の
資

格
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

受
付
期
間　
4
月
2
日

（月）
～
5
月
15
日

（火）

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

受
付
時
間

　
　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

試
験
日
時

　
　
5
月
22
日

（火）　
午
後
1
時
30
分
～

試
験
種
目　
作
文
試
験
、
面
接
試
験

試
験
会
場　
北
村
山
公
立
病
院

■
問
合
せ
／
北
村
山
公
立
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（42）
２
１
１
１

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
願
書
は
消
防
署
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

試
験
日　
6
月
9
日

（土）　
午
前
中

お
知
ら
せ

資
格
・
試
験

催
し
・
そ
の
他

市
以
外
か
ら
の
お
知
ら
せ

困
り
ご
と
・
相
談
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む
ら
や
ま
桜
回
廊
バ
ス
ツ
ア
ー

　
父
母
報
恩
寺
や
最
上
川
美
術
館
な
ど

市
内
の
桜
の
名
所
を
バ
ス
に
乗
っ
て
見

に
行
き
ま
せ
ん
か
。
先
着
28
名
。

日
時　
4
月
22
日

（日）　
午
前
9
時
50
分

集
合
～
午
後
3
時
30
分
解
散

集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
村
山
駅
西
口

参
加
費　
２
、
０
０
０
円
（
入
館
料
・

昼
食
・
お
茶
代
・
保
険
料
）

申
込
期
限　
4
月
13
日

（金）

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
市
観
光
物
産
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（53）
１
３
５
１

古
木
種
ま
き
桜
と
山
菜
採
り
も

楽
し
め
る
中
世
の
道
を
歩
く

　
樹
齢
２
０
０
年
と
い
わ
れ
て
い
る
種

土
海
在
家
公
民
館　
　
午
前
8
時
56
分

岩
野
会
館　
　
　
　
　
午
前
9
時
3
分

■
大
高
根
方
面

運
行
日　

4
月
11
日

（水）
、
5
月
16
日

（水）
、
6
月
13
日

（水）
、
7
月
11
日

（水）
、
8

月
8
日

（水）
、
9
月
12
日

（水）

停
留
所
・
時
間

深
沢
・
笹
原
オ
テ
ウ
さ
ん
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
8
時
50
分

山
の
内
・
井
上
商
店　
午
前
8
時
58
分

Ｊ
Ａ
大
高
根
事
務
所　
午
前
9
時
3
分

斉
藤
精
肉
店　
　
　
　
午
前
9
時
3
分

ハ
ッ
ピ
ー
美
容
室　
　
午
前
9
時
5
分

小
滝
公
民
館　
　
　
　
午
前
9
時
8
分

■
問
合
せ
／
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（56）
３
３
５
１

ま
き
桜
を
眺
め
、
山
菜
採
り
を
楽
し
み

ま
す
。
先
着
25
名
。

日
時　
4
月
29
日
（
日
・
祝
日
）

午
前
9
時
35
分
集
合
～
午
後
3
時
解
散

集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
村
山
駅
東
口

参
加
費　
２
、
５
０
０
円
（
昼
食
・
入

浴
代
）

申
込
期
限　
4
月
20
日

（金）

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
市
観
光
物
産
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（53）
１
３
５
１

パ
ソ
コ
ン
入
門
（W

ワ
ー
ド

ord

）
教
室

　
初
心
者
が
対
象
で
す
。W

indow
s7

以
降
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
各
コ
ー
ス
先
着
6
名
。

期
間　
5
月
9
日

（水）
～
30
日

（水）
の
毎
週

月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
（
全
10
回
）

時
間

　
昼
コ
ー
ス　
午
後
1
時
～
3
時
30
分

　
夜
コ
ー
ス　
午
後
6
時
30
分
～
9
時

会
場　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

受
講
料　
１
０
、
０
０
０
円

申
込
期
限　
4
月
9
日

（月）

■
問
合
せ
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（54）
２
３
２
０

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
県
営
楯
岡
ア
パ
ー
ト
（
笛
田
）

募
集
戸
数　
1
戸
（
4
階
・
3
Ｄ
Ｋ
）

入
居
資
格　
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
お
り
、
所
得

が
公
営
住
宅
法
規
定
に
該
当
す
る
方

受
付
期
間　
4
月
4
日

（水）
～
10
日

（火）
消

印
有
効
（
4
月
9
日

（月）
は
休
館
）

お
知
ら
せ

無料体験受付中無料体験受付中

お近くの教室で随時受け付け中です
詳しくはお気軽にお問い合わせ下さい

℡0237-57-2103
日本珠算連盟認定
（日本商工会議所） 聖加珠算学園

大場　明美

西郷教室
授業日
月・水・金曜 月・木・土曜

戸沢教室
授業日

火・水・土曜

冨本教室
授業日

火・木・土曜

富並教室
授業日

①体験学習が２回分　　　です

②入塾月の月謝が　　　です

③今月入塾者に限り、
　をプレゼントします

この機会にぜひ一度、見学にきてみませんか？

O 円

O 円

ワンタッチそろばん

春の
入学キャンペーン

広
告

―
自
分
の
髪
じ
ゃ
な
い
み
た
い
―

美
容
液
で
髪
を
染
め
る
！

１度で効果を実感！

ツ
ヤ
が
な
く
ガ
サ
ガ
サ
の
髪
も
、

美
容
成
分
た
っ
ぷ
り
の
カ
ラ
ー
で

や
さ
し
く
染
め
上
げ
ま
す
。

「
思
い
き
っ
て
染
め
て
み
て
良
か
っ
た
！
」

と
大
人
気
の
ヘ
ア
カ
ラ
ー
で
す
。

　　美容液ヘアカラー
◆セラミドカラー　￥５，５００～
◆カット　　　　 ￥３，０００
　　　　　　　　　　　　　　　　　（税別）

広
告
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・
平
成
29
年
度
卒
業
生
一
同
が
折
り
た

た
み
い
す
２
０
０
脚

■
葉
山
中
学
校
へ

・
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
が
雑
巾

３
０
０
枚

・
平
成
29
年
度
保
護
者
一
同
が
生
徒
用

図
書
１
３
９
冊

■
ひ
ば
り
保
育
園
へ

・
父
母
の
会
が
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
1

張
、
や
わ
ら
か
ブ
ロ
ッ
ク
1
箱

■
西
郷
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

・
保
護
者
会
が
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
1
台

■
ち
ぐ
さ
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

・
運
営
協
力
会
が
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
、

ま
ま
ご
と
セ
ッ
ト
各
1
セ
ッ
ト

・
保
護
者
会
が
運
動
用
マ
ッ
ト
2
枚

■
冨
本
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

・
協
力
会
が
ま
ま
ご
と
セ
ッ
ト
、
ひ
も

通
し
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ッ
ト
各
1
セ
ッ
ト

・
保
護
者
会
が
ミ
ニ
コ
ン
ポ
1
台
、
ノ

ン
ス
リ
ッ
プ
マ
ッ
ト
3
枚

4
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

■
日
時
、
対
戦
相
手

15
日

（日）
午
後
1
時
～
、
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．

28
日

（土）
午
後
2
時
～
、
栃
木
Ｓ
Ｃ

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

4
月
の
訓
練
予
定

大
隊
練
成
訓
練
＝
18
日

（水）
～
24
日

（火）
、

離
着
陸
訓
練
＝
2
日

（月）
～
27
日

（金）
の
平
日

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地

 

☎
（48）
１
１
５
１

■
村
山
市
へ

・
東
北
電
力
㈱
天
童
営
業
所
と
㈱
ユ
ア

テ
ッ
ク
天
童
営
業
所
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯

10
灯
と
そ
の
取
付
工
事
一
式

■
楯
岡
小
学
校
へ

・
鈴
木
満
さ
ん
（
山
形
市
）
が
絵
画
1
点

・
平
成
29
年
度
卒
業
生
一
同
が
49
型
テ

レ
ビ
（
移
動
台
付
き
）
1
台

■
西
郷
小
学
校
へ

・
杉
島
福
寿
会
が
雑
巾
78
枚

■
袖
崎
小
学
校
へ

・
平
成
29
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
児
童
用
図
書
60
冊

■
富
並
小
学
校
へ

・
平
成
29
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
耐
火
金
庫
1

台
、
児
童
用
図
書
61
冊

■
楯
岡
中
学
校
へ

・
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
が
雑
巾

５
５
０
枚

ビ
ジ
タ
ー　
７
、
０
０
０
円

■
問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ　
　
　
　
　
　
☎

（53）
３
３
１
１

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
運
営
に
協
力
す
る

こ
と
が
で
き
る
高
校
生
以
上
の
試
合
運

営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
中
で

す
。
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

活
動
時
間　
試
合
開
始
4
時
間
前
か
ら

試
合
終
了
1
時
間
後
ま
で

参
加
資
格　
高
校
生
以
上
の
健
康
な
方

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

info@
m

ontedio.co.jp

■
問
合
せ
／
㈱
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

 

☎
０
２
３
（
６
６
６
）
８
８
８
２

第
6
師
団
創
立
56
周
年

神
町
駐
屯
地
創
立
62
周
年
記
念
行
事

　

駐
屯
地
の
一
般
開
放
や
戦
闘
訓
練

機
、
オ
ー
ト
バ
イ
ド
リ
ル
の
展
示
な
ど

を
行
い
ま
す
。
入
場
無
料
。
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
4
月
15
日

（日）
午
前
8
時
～
午
後
3
時

会
場　
神
町
駐
屯
地

■
問
合
せ
／
第
6
師
団
司
令
部
広
報
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（48）
１
１
５
１

お
知
ら
せ

受
付
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
6
時

必
要
書
類　
県
営
住
宅
申
込
書
、
62
円

切
手
2
枚

■
問
合
せ
／
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
２
３
（
６
４
７
）
０
７
８
１

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　
メ
ン
バ
ー
・
ビ
ジ
タ
ー
料
金
や
チ
ャ

リ
テ
ィ
の
内
容
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
先
着
１
０
０
人
。

期
日　
4
月
20
日

（金）
午
前
8
時
28
分
～

会
場　
さ
く
ら
ん
ぼ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
料　
1
人
３
、
０
０
０
円

申
込
期
限　
4
月
15
日

（日）

■
問
合
せ
／
村
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

事
務
局　
　
　
　
　
　
☎

（55）
６
６
５
０

村
山
市
ク
ラ
ブ
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

　
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤
務
し
て
い

る
方
が
対
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お
知
ら
せ

　狂犬病予防法により、生後91日以上の犬を所有したときは登録が必要
です。また、毎年1回以上狂犬病の予防注射が義務付けられていますので
必ず受けてください。多数の犬が集まるため、飼い犬を制御できる方が連
れてきてくださるようお願いします。当日はおつりがないよう用意してく
ださい。
■日時・会場
4月24日(火)� 午前10時～10時30分� 杉島第一公民館
� 午前10時45分～11時30分� 西郷地域市民センター
� 午後1時～1時30分� 大高根地域市民センター
� 午後1時50分～2時20分� 袖崎地域市民センター
4月25日(水)� 午前10時～10時30分� 岩野会館
� 午前10時40分～11時� 冨本地域市民センター
� 午前11時10分～11時50分� 大久保地域市民センター
� 午後1時20分～1時40分� 稲下会館
� 午後1時55分～2時15分� 白鳥公民館
4月26日(木)� 午前10時～10時30分� 大倉地域市民センター
� 午前10時40分～11時10分� 鶴ケ町公民館
� 午前11時20分～11時50分� 楯岡地域市民センター
� 午後1時20分～1時40分� 五日町公民館
� 午後1時55分～2時40分� 市民会館
■新規登録と予防注射　1頭6,200円　※印鑑を持参
■予防注射のみ　1頭3,200円� ※通知はがきと犬の鑑札を持参 　　　　
� ※通知はがきは予定日の約1週間前に発送
■問合せ／市民環境課生活環境係　☎内線116

狂犬病予防注射と犬の登録をお忘れなく

　オランダ王国の春の伝統行事Pasenを開催します。卵の絵付けや、庭園
に隠れている卵型のチョコ探しなどを行います。国際交流員のダニエルさ
んの指導で伝統行事を楽しみましょう。参加者にはオランダのお菓子をプ
レゼントします。汚れてもいい服装でお越しください。
日時　4月15日(日)　午前10時～正午　　会場　最上徳内記念館
対象　3歳～小学6年生　※未就学児は保護者同伴で参加してください。
参加料　子ども1人につき100円（材料費込み、オランダのお菓子付き）
　　　　※参加者と保護者は入館無料
申込期限　4月８日(日)　先着20名
■問合せ／最上徳内記念館　☎(55)3003

オランダ春の伝統行事P
パ ー セ ン
asenを楽しもう

　市内全域で地域資源を生かした自然体験、農業体験などをサポートする
「むらやまサポーター」と、その中でも山の内自然体験交流施設やまばと
を拠点とした体験活動をサポートする「やまばとサポーター」を募集しま
す。興味がある方は、生涯学習課へお問い合わせください。
対象　高校生以上70歳代まで　自然体験などのボランティアに興味がある方
年間登録料　1人2,000円（高校生は1,000円）　※保険料、通信費含む
■問合せ／生涯学習課生涯学習係　☎内線331

村山市自然体験サポーターを募集します

MURAYAMA HotNewsMURAYAMA HotNewsMURAYAMA HotNews
楯岡キリスト教会プレゼンツ

出演 /MAY。。。
開場 /PM 1：30　開演 /PM 2：00
会場 /楯岡キリスト教会
　　　村山市楯岡新町 1－17－28（輝認定こども園隣）
　　　☎0237(55)6028［神田］
　　　http://www.jhc.or.jp/tateoka/
後援 /村山市社会福祉協議会
　　　学校法人栄光学園 (輝認定こども園）
　　　NPO法人ベテスダ・㈱菅野時計店

４月15日（日）
2018

入場無料 春の喜びを
   歌にのせて…

春のファミリー
　   コンサート
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※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
村山市の人口（3月1日現在）：24,646人 男：11,923人 女：12,723人 世帯数：8,227戸

<東京オリンピック・パラリンピック ホストタウン　ブルガリア新体操特集＞

■問合せ／
東京オリンピック・パラリンピック交流課
東京オリンピック・パラリンピック推進係
� ☎内線361
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ブルガリア新体操チームを応援しよう！

ROSE CAMP
のぼり旗で応援しよう！
　ROSE�CAMP開催委員会では、
ブルガリア新体操チームを応援・
ＰＲするため、のぼり旗を製作し
ました。
　のぼり旗を購入して、金メダルを
目指す「ゴールデンガールズ」を一
緒に支援してくれる方を募集します。
※売上金の一部はROSE�CAMPの運営に活用します。
■価格　1本：1,500円　5本セット：7,000円（旗のみ）
　　　　1本：2,000円　5本セット：9,000円（ポール付）
■販売窓口　(一社)市観光物産協会　☎(53)1351

ROSE CAMP応援ポロシャツ
予約受付開始
　ROSE�CAMPに向けて応援ポロシャツをつくりました。
　ブルガリア新体操チームのエースであるネヴィアナ選
手をモデルにしたものです。緑の応援ポロシャツを着て
ブルガリア選手を応援しましょう
■サイズと価格　SS、S、M、L、LL：2,500円
　　　　　　　　3L、4L、5L：2,600円
■商品引渡し　6月上旬（予定）�■申込期限　4月27日(金)
※料金は商品引渡しの時にお支払いください。
※売上金の一部はROSE�CAMPの運営に活用します。
■販売窓口　(一社)市観光物産協会��☎(53)1351

ROSE CAMP2018　市民ボランティア募集
　6月24日に開催する公開演技会のボランティアを募集します。
ボランティアの方には参加記念品をプレゼントします。
■申込み条件　・市内に在住、勤務、通学している方
　　　　　　　・中学生以上で心身ともに健康な方
　　　　　　　※未成年者は、保護者の同意が必要です。
■申込期間　4月2日(月)～27日(金）
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ROSE CAMP2018 6/15(金)～29(金)
ロ ー ズ キ ャ ン プ

↑市ホームページ ↑市観光アプリ ↑子育て支援アプリ


